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わき上がる風てロマンの町づくり
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町民のうごき

人口 3,247人 (-3)

男 1,5 6 7人 (-2)

女 1,680人 (-1)

世帯数 1, 0 1 3翡（士 O)

（平成10年10月31日現在）
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枢）。前。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂攣 (2) 

風

博

通

信

- → ,_ ・-・ 
韮・ぇりも町r島の且
9」交，＂t

---［， 

肱川町物産店コーナー

昨
年
九
月
に
、
北
海
道
え
り

も
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
四
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト

の
際
、
え
り
も
町

「
風
の
館
」

と
当
町

「
風
の
博
物
館
」
と
に

お
い
て
、

「
風
」
が
縁
で
両
町

の
友
好
と
物
産
・
人
・
文
化

・

情
報
の
交
流
を
図
り
、
産
業
文

化
の
発
展
と
地
域
振
興
に
努
め

よ
う
と
姉
妹
館
提
携
を
結
び
ま

し
た
。今

回
十
七
回
目
を
迎
え
る

「
え
り
も
海
と
山
の
幸
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
、
十
月
四
日
に

え
り
も
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

>
h
r
 

え
り
も
町
の
漁
協
、
農
協
、

商
工
会
、
料
飲
店
会
の
出
店
テ

ソ
ト
が
軒
を
並
べ
、
当
町
か
ら

も
「
肱
川
町
物
産
店
」
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
朝

を
迎
え
、
会
場
へ
と
準
備
に
向

“よもぎうどん＂はいかがですか

か
い
ま
し
た
が
開
会
式
頃
か
ら

曇
り
始
め
、
午
前
中
は
雨
、
午

後
は
さ
す
が
に

「
風
極
の
地
」

だ
け
あ
っ
て
、
台
風
並
み
の
強

風
に
あ
お
ら
れ
た
物
産
店
コ
ー

ナ
ー
の
テ
ソ
ト
が
今
に
も
飛
ば

さ
れ
る
程
の
風
で
、
え
り
も
町

職
員
の
方
に
寒
い
中
、
テ
ソ
ト

の
足
を
押
さ
え
て
頂
き
な
が
ら

の
イ
ベ
ソ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ソ
ト
で
雨
が
降
っ

た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
と
の テントの前には人また人

事
で
、
例
年
の
人
出
ま
で
に
は

い
ま

一
息
と
な
っ
た
も
の
の
、

風
の
強
い
え
り
も
町
の
皆
さ
ん

は
も
と
よ
り
、
札
幌
え
り
も
会

の
メ
ン
バ
ー
や
行
楽
で
訪
れ
た

親
子
連
れ
な
ど
お
よ
そ
三
千
人

も
の
人
出
で
秋
の
味
覚
を
堪
能

し
て
も
ら
い
一
日
中
歓
声
で
沸

き
上
が
り
ま
し
た
。

当
町
の
物
産
店
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
北
海
道
で
は
口
に
す
る
こ

と
の
な
い
、
シ
シ
鍋
、
ア
ユ
雑

炊
、
よ
も
ぎ
う
ど
ん
の
湯
だ
め
、

山
菜
お

こ
わ
の
実
演
、
清
酒

「
風
の
里
」
の
樽
酒
を
手
作
り

の
竹
コ
ッ
プ
で
振
る
舞
い
ま
し

た
。
寒
い
所
だ
け
あ
っ
て
、
鍋

物
の
前
に
は
行
列
が
で
き
大
盛

況
。
会
場
の
お
客
様
に
美
味
し

＜
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

シシ鍋もアッという間にカラ

1,1 

風の里は女性に大モテ

これは、美味しいね 山菜おこわも飛ぶように売れます



(3)梃）。前。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鱈瞬

愛媛のまじめなミカンです

ま
た
、
北
海
道
で
は
、
果
樹

が
な
か
な
か
育
た
な
い
こ
と
か

ら
、
メ
イ
ソ
と
し
て
当
町
の
栗

を
は
じ
め
、
刀
根
柿
、
ゆ
ず
、

八
幡
浜
の
ミ
カ
ソ
を
販
売
し
ま

し
た
。
湯
が
き
栗
も
好
評
で
、

栗
の
料
理
方
法
や
保
存
方
法
を

熱
心
に
聞
か
れ
る
お
客
様
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
、
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
、
当

町
の
生
活
改
菩
グ
ル

ー
プ
の
加

工
品
な
ど
も
取
り
扱
い
、
沢
山 栗・柿も大盛況

今
後
も
両
町
相
携
え
て
「
風
」

の
文
化
圏
を
構
築
し
、
産
業

文
化
と
地
域
振
興
を
図

っ
て
参

り
た
い

と
思
い
ま
す
。
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 参加スタッフの皆さん

の
方
に

「
肱
川
町
」
を
宣
伝
し
、

交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し

こ。
キ
ー

こ
の
イ
ベ
ソ
ト
に
際
し
ま
し

て
は
、
え
り
も
町
職
員
の
方
を

は
じ
め
、
町
民
の
方
々
に
は
、

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
大
変

お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 18回 風の映画祭のご案内

あの「フランダースの犬」が映画になって帰ってきた
アニメーション映画上映 クリスマスプレゼントつき

12月268(±) 風の博物館

¢ゃゃ→→ゃ中→→→中丑中ゃ丑丑丑丑中ゃ丑中丑丑丑中
令

［ ＊上映プログラム（上映時間） ： 
令 午後7時00分より

令

: (30分） 母を訪ねて3千里［： 午後7時30分より

t (1時間40分） フランダースの犬［
令： ＊入場料金 令

［ 区分 前売券当日券 令
： 

I I；中高生ノニ： I 1 :：：□ I 1 :：：□ I [ 

令
令 ◆「風の映画会員」は無料（会員証を持参してください）令

令 ◆幼稚園児は無料（保護者同伴に限る ） 令
令

令
令 ◆シニアとは65オ以上の方 ： ： ＊入場券の取扱所

i バラエティーショップ岩田，役場風の博物館 i 
i ひじかわ特産開発センター t 
令 ＊お問い合わせ先 ： 
令

令
令 風の映画会実行委員会事務局／風の博物館（834-2181) 令

ぃ中丑丑丑丑中ゃ豆丑丑い→→丑中丑丑丑丑丑中」



須）。前。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 即 (4)

特三別三児□童□扶口養三手三当□制頂度
：制度の目的 ］ 
精神又は身体に障害を有する児童について特別児

童扶養手当を支給することにより、障害児の福祉の

増進を図ることを目的としています。

（支給要件 ］ 
手当は、障害児の父若しくは母がその障害児を監

護するとき又は父母以外の者が障害児を養育すると

き、その父若しくは母又は養育者に対し支給されま

す。

父また一[°日本国内に住所を有する。

受給者｛は母 〇障害児を監護する。

養育者 〇障害者と同居・監護•生

（父母以外） 計維持の要件が加わる。

〇日本国内に住所を有する。

〇障害を支給事由とする年

金を受給していない。

（全額支給停止は可）

〇特別児童扶養手当等の支

給に関する法律施行令、

別表第 3に定める程度の

障害の状態にある。

〇児童福祉施設等に入所措

置されていない。

〇障害児が措置入院してい

なし ‘o

（支給手続 4` 

手当の支給は申請主義を とっており、手当を受け

よう とする方は、市町村の窓口へ必要書類を添えて

申請 し、都道府県知事の認定を受けなければなり ま

せん。

主な必要種類は……

1 特別児童扶養手当 I認定請求書I
2 請求書と障害児の l戸籍の謄本又は抄本I
3 請求者と障害児の属する 1世帯全員の住民票I

4 特別児童扶養手当

認 定診断書（省略できる場合有） 1

s I振替預入請求書l（郵便局）• • •請求者名義のもの

r手当の支給 ］ 
手当は認定請求をした日の属する月の翌月分から

支給され、手当を支給すべき事由が消滅した日の属

する月分まで支給されます。

手当の支払いに関する事務は、郵政大臣が行うも

のとされており、支払いは通常郵便貯金に振替預入

されます。（全額国費）

12月期(8~11月分） 11月11日

4月期(12~3月分） 4月11日

8月期(4~7月分） 8月11日

(11日が日曜日若しくは土曜日又は休日に当たる場

合は、その日の直前の営業日に支給されます。）

手当額は法律で定められています。

（平成10年4月 1日現在）

重度の障害児（口］配） 1人につき 1月額51,250円I

中度の障害児([D配） 1人につき 1月額34,130円I

：所得制限 J 
所得の高い者に対してまで手当を支給する必要は

乏しいと考えられるので、所得制限が行われていま

す゜ 所得制限の限度額表

扶養親族 本 人 配偶者及び扶養義務者
等 の 数 所得 額 所得 額

゜
4,596,000円 6,287,000円

平 1 4,976,000円 6,536,000円
2 5,356,000円 6,749,000円

成
3 5,736,000円 6.962.000円

10 4 6,116,000円 7,175,000円
年 5 6,496,000円 7,388,000円

L‘圧、1虞 2]こ 380,000円加算 213,000円加算

その他

〇老人扶養親族 1人につき10万円加算

〇特定扶養親族 1人につき15万円加算

平成10年 7月か ら平成11年 6月までに申請のあっ

た認定請求書及び平成10年度所得状況届に適用され

ます。

この限度額以上の所得がある場合、平成10年 8月

から平成11年 7月までの間、支給停止と なり ます。



(5)梃）。前。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬

e
 

せまめヽ力つこ
．
 

l

つょ
l

つ思ヽ力なヽ力な

老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
が
高
砂
の

ト
レ
ー

ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

央
老
人
ク
ラ
ブ
の
沖
永
重
信
さ
ん
が
選
手

宣
誓
を
し
た
後
、
単
位
老
人
ク
ラ
プ
に
分

か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
沢
山
で
、

大
ハ
ッ
ス
ル
す
る
人
、
器
用
に
玉
を
拾
う

人
、
な
か
な
か
ボ
ー
ル
が
入
ら
な
い
人
な

ど
勝
敗
は
二
の
次
の
笑
い
の
絶
え
な
い
、

わ
き
あ
い
あ
い
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
浪
芸
大
会
も
、
芸
達
者
な

人
達
が
多
勢
で
大
盛
況
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
プ
運
動
会

皆んな張り切っています

肱
流
苑
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
ふ
れ
あ
い
運

動
会
」
は
、
ぽ
っ
ぽ
園
の
園
児
達
と
保
護

者
、
肱
流
苑
に
来
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
、
な
ご
や
か
な
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。

園
児
達
の
か
わ
い
い
演
技
に
目
を
細
め

る
お
年
寄
り
や
保
護
者
、
園
児
達
と
お
年

寄
り
が
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
競
技
を
す

る
場
面
、
又
お
年
寄
り
の
競
技
に
は
、
ガ

ソ
バ
レ
、
ガ
ソ
バ
レ
の
声
援
を
送
る
園
児

達
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

園
児
・
保
護
者
•
お
年
寄
り
が
一
緒
に

な
っ
て
の
楽
し
い
運
動
会
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
心
温
か
な
一
日
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

◎

`

い

運

動

会

どうぞお大事に

全
逓
の
森
植
樹

、」止二＿■■鼻冒→ぺぶ

きっと素晴らしい森になるでしょう

れ 淡優 い桜合のジ運
ま植黄れけまや貝―

= 1 
を動全

し樹緑たやしけ‘〗込の逓
たを色二きたや家

し°記のレは°ぎ族 ー 跡媛、め足愛‘’
念 小 科 ‘ 千なゆ全と地
し花の保 六ど饂逓一区
てを落水 百二 に の 十

は
‘開葉力 本百‘森―‘

記 き 高 が の 人 愛 - 世ム
念ま木豊 記が媛 と

紀 7

へ日
碑すで か 人夫県 し
も°‘で 直扉乍 て？冑
建 春景 樹 しょ 予ッの
て に観 を て り 子 セ 全
ら はに行‘組林 l逓

R
 
ね
た
き
IJ
者
訪
問

毎
年

一
回
、
町
長
が
町
内
の
ね
た
き
り

の
方
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
三
回

に
わ
た
っ
て
長
年
在
宅
療
養
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
お
宅
を
訪
問
し
、
お
話
を

お
伺
い
し
て
、
心
ば
か
り
の
お
見
舞
い
の

品
を
送
り
ま
し
た
。

介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
の
御
苦
労
も

大
変
な
も
の
で
し
ょ
う
が
、
無
理
を
さ
れ

な
い
よ
う
自
分
の
身
体
に
も
気
を
つ
け
て

明
る
い
気
持
ち
で
乗
り
き
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。



栢）。前。座） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 臼 (6) 

）
骨
に
「
す
」
が
入
っ

た
よ
う
に
な
る
。
右

本標理病の体椎（
 

骨の症うよし粗骨と骨な常正

ほぼ正常 骨粗しょう 化

大
根
に
霰
（
す
）
が
で
ぎ
る
よ

う
に
、
骨
の
成
分
が
抜
け
て
髭

が
で
ぎ
る
病
気
で
す
。

骨
折
に
な
り
や
す
く
、
寝
た

き
り
に
な
り
や
す
く
、
腰
痛
も

こ
れ
が
最
大
の
原
因
と
言
わ
れ

ま
す
か
ら
老
人
の
大
敵
で
す
。

骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
は

二
十
歳
代
か
ら
横
ば
い
に
な
り

四
十
歳
代
か
ら
減
っ
て
い
き
ま

す。 骨
折
・
腰
痛
の
原
困
に
な
る

大きな
原因

3 

1

生
理
が
終
わ
る
と
急
激
に

女
性
ホ
ル
モ
ソ
の
分
泌
が
少

な
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
骨

の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け

て
逃
げ
出
す
か
ら
。

2

妊
娠
・
出
産
・
授
乳
な
ど

カ
ル
シ
ウ
ム
を
失
う
機
会
が

多
く
若
い
時
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
貯
蓄
も
少
な
い
。

3

牛
乳
嫌
い
が
女
性
に
多
い
、

骨
が
急
成
長
す
る
思
春
期
の

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
、
そ
の

後
、
一
生
に
害
を
与
え
ま
す
。

●
男
性
は
、
八
十
歳
で
二
人
に

一
人
が
骨
粗
髭
症
に
な
り
ま
す

が
、
女
性
は
す
で
に
六
十
五
歳

で
二
人
に
一
人
が
骨
粗
髯
症
に

な
っ
て
い
ま
す
。

”
女
性
に
五
倍
も
多
い
“

そ
の
理
由
は

こ

っ

そ

し

ょ

う

し

ょ

う

骨
粗
楳
症
を
防
ご
う

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

カルシウム不足

牛
乳
・
日
光
・
運
動

牛
乳
の
効
果

牛
乳
で
な
く
て
も
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
充
分
に
と
れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
が
、
な
か
で
も
牛
乳
が

一
番
効
果
が
良
い
か
ら
で
す
。

牛
乳
、
ま
た
は
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
を
と
ら
な
い
で
カ
ル
シ
ウ
ム

を
充
た
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

同
じ
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
食

べ
た
と
し
て
も
骨
へ
の
吸
収
率

は
、
牛
乳
五

0
%、
小
魚
三
〇

％
、
野
菜
一
七
％
で
す
か
ら
、

い
か
に
牛
乳
の
効
率
が
良
い
か

が
分
か
り
ま
す
。

牛
乳
で
お
腹
を
こ
わ
し
や
す

い
人
は
、
温
め
て
少
し
ず
つ
飲

ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

食
べ
物
で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
と

れ
な
い
人
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
ウ

工
ハ
ー
ス
な
ど
効
率
の
良
い
補

助
食
品
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
光
浴
の
効
果

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
は
、

ビ
タ
ミ
ソ

D
が
必
要
で
す
。

日
光
の
紫
外
線
が
皮
膚
に
当

た
る
と
、
皮
下
脂
肪
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の

一
種
を
ビ
タ
ミ
ソ

D
に
変
え
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夏
な
ら
、
木
陰
で
、
冬
な
ら

予
防
の
三
原
則
は

顔
か
手
を
日
光
に
当
て
る
だ
け

で
充
分
、
毎
日

三
十
分
は
外
に

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お

年
寄
り
の
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
は
大

い
に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
過
度

の
紫
外
線
は
皮
膚
を
傷
め
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ソ

D
は
椎
茸
や
小
魚

に
も
含
ま
れ
ま
す
。

運
動
の
効
果

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る

男
性
は
、
何
も
し
な
い
同
世
代

の
男
性
に
比
べ
て
、

二

t
三
割

も
骨
量
が
増
え
、
四
年
間
毎
朝

練
習
を
続
け
た
結
果
、
骨
量
が

増
え
続
け
た
、
と
発
表
し
た
の

は
、
東
京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ソ
病
院
の
林
泰
史
副
院
長
で
す
。

骨
量
を
測
定
す
る
機
械
が
で

き
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
研

究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も

「
年

を
と
っ
て
も
努
力
す
れ
ば
骨
量

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
、

証
明
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
朗

報
で
す
。

一
日
三
十
分
で
も
歩
き
ま
し
ょ

う
。
で
き
れ
ば

一
日
八
千
歩
を

目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ

体
操
も
結
構
で
す
。

運
動
に
よ
る
刺
激
が
骨
に
カ

ル
シ
ウ
ム
を
沈
着
さ
せ
る
働
き

を
す
る
か
ら
で
す
。

宇
宙
飛
行
士
は
、
無
重
力
で

全
く
刺
激
が
な
い
た
め
、
骨
の

こ
れ
が
証
拠
三
つ
の
サ
イ
ン

次
の
三
つ
の
兆
候
が
出
揃
う

と
、
骨
粗
髭
症
間
違
い
な
し
、

と
な
り
ま
す
。

1

身
長
が
縮
ま
り
、
背
が
低

く
な
る
。
五
セ
ソ
チ
も
低
く

な
る
人
も
い
ま
す
。

2

背
中
が
丸
く
な
り
ま
す
。

3

急
激
な
、
腰
や
背
中
の
痛

み
が
起
こ
り
、
自
然
に
治
っ

て
は
又
起
こ
り
、
を
く
り
返

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
こ
う
な
る
と
、
骨
折
を
し
な

い
よ
う
に
日
常
生
活
の
エ
夫
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
目
に
見
え
て
減
っ

て
し
ま
う
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す。



(7)箇）。前。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 后

骨
粗
慇
症
は
、

あ
る
日
突
然
に

お
こ
る
も

の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

若
い
時
か
ら
の

予
防

が
大
切
で

す。
検
査
「
骨
密
度
測
定
器
」

骨
の
単
位
面
積
当
り
の
カ
ル

シ
ウ
ム
と
リ
ソ
の
量
を
測
り
ま

す。
正
常
値
を
一

0
0％
と
し
た

場
合
、
そ
の
約
二
五
％
以
上
に

「
髭
」
が
入
っ
た
状
態
が

「
骨

粗
髭
症
」
で
す
。

検
査
は
一
人
十
分
ぐ
ら
い
で

体
の
一
部
を
機
械
に
当
て
る
だ

け
で
す
。

今
年
も
、
広
報
10
月
号
の
行

事
予
定
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、

11
月
か
ら

12
月

に
か
け
て
、
松
山
市
鷹
子
町
の

厚
生
連
検
診
セ
ソ
タ
ー
で
、
骨

密
度
測
定
と
、
乳
房

X
線
撮
影

を
行
い
ま
す
。
町
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
利
用
し
て
行
き
ま
す
。

個
人
負
担
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
円

で
す
。
受
診
さ
れ
よ
う
と
思
わ

日本人の乳製品摂取量は
欧米人の4分の1以下．I
1年間の国民1人当たり牛乳・乳製品供給量

500 

400 

300 

200 

100 

スイス スウェーデン

背が丸くなる

名
/．、

●腰背‘涌

れる方は、保健セソター

(6三四ーニ三四0)までご
連絡ください。

年 平均受給者数 医 療 費 一人当り医療費

5 584 人 366,901,731円 628,256円

6 614 428,801,479 698,373 

7 627 363,309,188 579.440 

8 645 423,640,198 656,806 ， 689 457.177.356 663,538 

一人当り医療費

70万円

60万円

50万円

H5 H6 H7 H8 H9 

昨
年
度
よ
り
一
人
当
た
り
六
、
七
三
二
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
医
療
受
給
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

一
人
で
複
数

の
病
気
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
慢
性
疾
患
が
多
い
こ
と
や
、

入
院
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
心
掛
け
、
健
康
で
、

す
こ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

枯

蒋

袢

蒋

蒋

袢

枯

袢

拌

枯

丼

拌

枯

袢

丼

蒜

廂

丼

〗
謡
誓
塁
塁
皿
□三
詈

紘
枯
唸
＾
苓
芹
葬
予
袢
怜
捻
+
二
こ
こ
ご
茂
然
丼

誌
人
当
た
り
医
療
費
竺
3五

捻
蒋
4

こ’"＃兌

言
壻
字
請
壻
中
宇

□□
誌
匹

貫
老
人
益
一

将
蒋
字
丼
壻
尋
蒋
将

蒋
丼
丼
袢
丼
蒋
袢
蒋
将
蒋
将
将



穏）。前。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 后 (8)

年
に
一
回
、
楽
し

旅

拿

ぃ

行

事

を

と

い

う

こ

の

塁
と
で
始
ま
っ
た
肱
川

‘

紋
町
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
に

戎

よ

る

第
二
回
ふ
れ
あ

≫
 

い
の
旅
゜

灼
ぁ戎

れ

故

高

齢

者

の

方

や

身

ふ

虚
体
に
障
害
が
あ
っ
て
、

介
助
等
が
ほ
し
か
っ

た
り
す
る
方
に
、
す

た
戎戎

っ

虚
こ
し
で
も
喜
ん
で
も

ヵ

戎
ら
え
る
よ
う
に
と
計

し

虚
画
し
た
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

楽
塁
三
[
〗
[
：
村
町

に
あ
る
「
キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ
ソ
ド

深
山
」
（
旧
滝
野
城
）
に
、
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
を
含
め
て
二
十
名
が

町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し

て
出
か
け
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
去
年
の
参
加
者
も
数
名

お
ら
れ
お
互
い
に
再
会
の
喜
び

を
味
わ
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
昼
食
の
お
に
ぎ
り

を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
現
地
で

は
自
由
行
動
を
楽
し
ん
だ
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
中
で
も
、
好
評

だ
っ
た
ゲ
ー
ム
「
迷
句
づ
く
り
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

け
い
こ
く
の
山
の
か
な
た
に
笑
い
声

楽
し
い
な
野
村
深
山
で
た
ま
げ
た
ぞ

天
高
く
キ
ャ
ス
ト
ル
深
山
明
日
こ
い

マ
イ
ク
ロ
で
着
い
た
所
が
楽
し
い
な

こ
の
迷
句
は
、
上
の
五
字
を

一
班
が
、
中
の
七
字
を
二
班
が
、

下
の
五
字
を
三
班
が
考
え
て
札

に
書
き
、
そ
れ
を
無
造
作
に
読

ん
だ
も
の
で
、
一
句
を
三
人
が

つ
く
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
旅
に
参
加
し
た
人

た
ち
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
名
句
ぞ
ろ
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
な
か
な

か
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
き
っ
か
け

が
つ
か
め
な
い
と
か
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
と

い
う
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と

き
は
、
身
近
な

と
こ
ろ
に
目
を

向
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
あ
な
た

を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん。
肱
川
町
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
実
行

委
員
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
漉
動

の
す
す
め

外 の 空 気は 最 信

宮
田
）

は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
視

点
を
あ
て
て
出
発
し
て
お
り
ま

す。

”
楽
し
み
な
が
ら
“
で
き
る

時
に
で
き
る
事
を
。

次
回
は
、
是
非
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
肱
川
町
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
や

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
情
報
を
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

肱
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行

委
員
会
（
役
場
内
）

6

三
四
ー
三
四
二
四

（
担
当

給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら

ひ
と
冬
を

一
緒
に
す
ご
す
ス
ト
ー
ブ

で
す
。
使
い
始
め
る
前
に
必
ず
点
検
整

備
を
。
火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
ヘ

ん
な
臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で
も
異
常

が
あ
っ
た
ら
、
使
わ
ず
に
お
店
に
相
談

を。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所
の
ま

わ
り
も
要
チ
ェ
ッ
ク
。
カ
ー
テ
ソ
や
ふ

す
ま
に
近
す
ぎ
な
い
か
、
棚
か
ら
物
が

落
下
す
る
恐
れ
は
な
い
か
、
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
火
を
つ
け

た
ま
ま
給
油
す
る
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。
給
油
す
る
前
に
は
ス
ト
ー
ブ

の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
給
油
の
後

は
燃
料
タ
ソ
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち

ん
と
締
め
た
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

安
心
は
、
し
っ
か
り

点
検
・
確
認
か
ら
。

ー
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
1

る
災

身
を
守



(9)'00）。前。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 顕 瞬

（「年金教育資金貸付制度」 をご利用ください ）

融資が受けられる条件

国民年金や厚生年金保険の被保険者が、

①その加入期間（国民年金の場合は保険料納付済期間）が合算して

10年以上あること。

②申し込み月の前々月までの24カ月に保険料の未納期間がないこと。

③年間収入が1,210万円（事業所得者の場合は990万円）以内であること。

④融資の対象となる学校に入学または在学している親族の方がいる場合。

ただし、国民年金加入者の場合、申し込み月の前々月において保険料納付の免除を受けていないことが

条件となります。

融資資金の使いみちは、学校への納付金、下宿やアパートの家賃等、通学にかかる費用、受験にかかる

費用、入学に際して必要な諸費用、在学中の国民年金保険料など幅広くご利用になれます。

融資額（限度額） 「―-詳しいお問い合わせやお申し込みは

~- <fD ， 

厚生年金加入中の方 100万 円

国民年金 ” 50万 円

社団法人 愛媛県年金福祉協会

松山市南堀端町 5-7 松山東京生命館

8089-941-7667へどうぞ

RRRRRR 
「冊子小包」スタート より安く 、
9月 1日から「書籍小包」と「カタログ小包」を統合して「冊子

小包」がスタート。より安く、便利になりました。

◇対 象 冊子とした印刷物で、重さが 3キロを超えないもの。

内容がすぐ認定できるよう包装した上、表面に「冊子小包」と

表示して差し出されたもの。

◇改善のポイント
(1) 冊子式の会社案内や各種パソフレットなど、これまで書籍小

包やカタログ小包の対象外のものが、より安い料金で郵送でき

ます。

（例）会社案内を送る場合

重：：50gり 1 個：出 1 これ2ま7て：ば『外） I 改〗：［〗包） Iお3閃言額
(2) これまで書籍小包で差し出していた学校等の同窓会誌なども、

同時に1,000個以上、一定の条件を満たした場合には、書籍小

包より割安（従来のカタログ小包と同料金）郵送できるようにな

ります。

(3) カタログ小包の条件とされていた内容物についての事前承認

は、必要なくなりました。

便利に l郵便局からのお願い
今度の年賀状は、ご自宅に加え、あて

先のご住所につきましても、 7けたの郵

便番号をご記入いただきます工万で潅り］

をお願いします。

肱 J II 町

（以下に掲載がない場合 797-1500)

宇 和 川 797-1503 

大谷 797-1507

中居谷 797-1501 

中津 797-1506

西 797-1508

名荷谷 797-1502 

山 鳥 坂 797-1504 

予子林 797-1505 

1
火
民
生
委
員
会

2
水

3
木

4
金

5
土

6
日

7
月

8
火
不
用
犬
引
取
り

9
水

10
木

11
金

議
会
運
営
委
員
会

12
土

13
日

14
月

12
月
町
議
会
定
例
会
ー
16
日

15
火
定
例
部
落
長
会
不
燃
物
収
集

16
水

農
業
委
員
会
選
挙
管
理
委
員
会

17
木
県
知
事
選
告
示

18
金
乙
亥
恵
美
須
祭

19
土

20
日

21
月

22
火

23
水

2
4
木
選
挙
連
絡
員
会

2
5
金
税
金
等
出
張
受
入
れ

2
6
土

27
日

28
月
仕
事
納
め
消
防
団
年
末
警
戒
ー
30

29
火

30
水

31
木
大
み
そ
か _
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製造事業所の皆さんへ

統計調査に御饂力ください

12月31日現在で、次の統計調査が同時に行

われます。

0平成10年工業統計調査

製造事業所の実態を調査

蒼平成10年石油等消費構造統計調査

従業者30人以上の製造事業所の石油等の

消費実態を調査

本年12月から来年 1月にかけて調査員がお

伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容に

ついては、統計法に基づき秘密が厳守されま

すので、数字等の正確な御記入をお願いしま

す。
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肱川町保育所「ぽっぽ園」では平成11年度

の新入園児を次により募集しておりますので、

入園を希望される方は申し込んでください。

(1)対象児

満年齢で 2歳、

(2)保育時間

（平 日）午前 7時30分～午後 6時まで

（土曜日）午前 7時30分～午後 1時まで

ただし、第 2.第4土曜日は休みます。

(3)保育料

1人月額 20,000円

ただし、2人目からは月額 10,000円

(4)給食料

1人 1日 ・300円（おやつを含む）

(5)申込期間

平成10年12月 1日から平成11年 1月29日

(6)申し込み及び問い合わせ先

「ぽっぼ園」

3歳児

匹 34-3393

12月1日～31日は

世界人権宣言 50周年

人権擁護委員制度50周年
記念月間です

I考えよう あ砒の人権わたしの人権I
人権問題に関する総合12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主催

差別問題、児童生徒の「いじ め」・体

罰問題、家庭問題、近隣関係等人権

問題に関するあらゆる相談（無料・

秘密厳守）

平成10年12月10日（木）

午前 9時 ～ 午 後 9時

フ リ ー ダ イ ヤ ル

人権擁護委員

0120-025-550 

弁護士 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

大洲保健所の相談ごと案内
①難病医療相談（予約制・無料）

日時毎月第 3火曜日 13時～15時

相談員 医師・保健婦 ・ケースワーカ

② 精神保健福祉相談（予約制 ・無料）

日時毎月第 3金曜日 13時～15時

相談員医師（精神科）

③ エイズ検査・相談（氏名不問 ・予約制 ・無料）

日 時毎月第 1• 3火躍日 11時～12時

相談員 医師・保健婦

※エイズ予防週間中の12月 1~3日は夜間も

(17 : 00,..___,20 : 00)予約検査受付

④結核・ 一般健康診断（有料）

日時毎週火曜日 9時～10時

所場

~. 

大洲保健所2階健康相談室（824-3165)J 

じの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

発売期間

2月1日（火）～12月258（金）
后総額2,220億円 •74ユニットの場合）

-----… -6,000万円— - -----222本

ジャンポ
1 寺の前後賞—— -4,500万円------ - 444本
1等の組違い賞 —— -1 0万円—- --21,978本
2等— -- ---- --1,000万円— - -- ---222本宣くじ ― ― - --------100万円——---

帷せ999匂三
溢芦認醤`こ曼置

農
業
日
誌一

冊
一
、
三

0
0円

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
元
禄
椋

乱
に
ち
な
み
「
忠
臣
蔵
真
説
異

説
」
を
掲
載

新
農
家
暦一

冊

四

一

0
円

暦
と
し
て
、
農
家
の
実
用
ハ

ソ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

●
申
込
方
法

+
＿
月
三
十
日
ま
で
に
産
業

課
ま
で
。

平
成
十
一

農
業
日
誌

新
農
家
暦
の
販
売

年
版
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愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

第
四
十
六
回
愛
媛
県
社
会
福

祉
大
会
が
、
十
月
十
三
日
県
民

文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
社
会
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
の
自
立
支

援
を
め
ざ
し
た
福
祉
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
、
介
護
保
険
法
を
柱

と
し
た
、
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
つ
つ

あ
る
。ま

た
、
児
童
福
祉
法
の
改
正

に
と
も
な
う
具
体
的
な
事
業
が

今
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
も
大

き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
整
備
、

拡
充
さ
れ
る
福
祉
制
度
や
施
策

を
真
に
実
り
多
い
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
、
自
立
助
長
を
基
調

と
し
た
社
会
参
加
活
動
の
促
進

は
も
と
よ
り
、
住
民
総
意
に
よ

る
主
休
的
な
福
祉
社
会
構
築
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
共
通
認
識

と
し
て
、
福
祉
・
保
健
・
医
療

等
関
係
者
の
理
解
と
連
携
を
促

進
し
、
諸
活
動
の
一
層
の
充
実

に
よ
り
、
県
民
の
福
祉
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る。
式
典
に
お
い
て
は
、
各
方
面

に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

当
町
か
ら
も
個
人
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
の
部
で
、
中
居
谷
の
戒
野
智

恵
子
さ
ん
が
、
県
社
協
会
長
よ

り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
記
念
講
演
と

し
て
、
社
団
法
人
長
寿
社
会
文

化
協
会
常
務
理
事
、
田
中
尚
輝

氏
の
「
高
齢
社
会
を
ど
う
生
き

る
か
！
」
と
題
し
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
大
会
宣
言

を
決
議
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
月
五

日
と
二
十
日
、
公
民
館
に
て
午

後

一
時
よ
り
開
所
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
さ
ん
が
担
当
し
て
お

ら
れ
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
弁
護
士
さ
ん
と
直
接
相
談

す
る
こ
と
も
出
き
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
か
ら
困
っ
て
い
る

事
が
あ
れ
ば
何
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

毎
月
五
日
は
行
政
相
談
も
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
五
日
、
二
十
日
が
休

日
の
場
合
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

健康優良老人表彰者名簿
クフプ花 部落名 氏 名 生年月日 年齢

中央
見の 越 冨 永 寅 幸 T9.10.17 77 
汗生 尾下ツヅエ T11. 1.31 76 

大谷
大 平 門脇カズ子 T 5. 3.28 82 
広 常 小中 ス エ T 4. 6.26 83 

小藪
大 和 兵頭 芳一 T10. 7.10 77 
大 和 沖 美重子 T11. 5.27 76 

予子林
町 大野シズカ M43. 7.10 88 

藤野原 林 J¥)レエ T6. 3. 1 81 

正山
協 生 安） 1| 太 吉 T6.11. 6 80 
道野尾 永田きみえ 丁5.4. 3 82 

モu..., ベD 橡の木瀬 松田アサ子 T12. 3.24 75 

ホールインワンになるか！

g
g
g
g
g
g差
g
g
g
g
g
g
g

心
配
ご
と
相
談

g
g差
g
g
g
g
g彦
＄
彦
羞

g
g

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
鹿
野
川
金
野
た
み
子
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

十
月
二
十
三
日
（
金
）
、

午
前
九
時
よ
り
、
ト
レ
ー

ニ
ソ

グ
セ
ソ
タ
ー
に
お

い
て
、
第
二
十
二
回
肱

川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
運
動
会
が
、

会
員
二
三
二
人
の
参
加

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
お
い
て
、

平
成
十
年
度
の
健
康
優

良
老
人
表
彰
が
あ
り
冨
永
さ
ん

外
十
人
の
方
々
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓

よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
今
日
ま
で

の
ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を
述
べ

ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
健
康
に

留
意
さ
れ
る
よ
う
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

中
央
老
人
ク
ラ
ブ
の
沖
永
重

信
さ
ん
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
競

町老連運動会

技
に
入
り
、
各
ク
ラ
ブ
対
抗
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と
軽
い
ス

ポ
ー
ツ
に
し
て
お
り
ま
す
が
、

神
経
を
必
要
と
す
る
ゲ
ー
ム
も

あ
り
ま
す
。
各
ゲ
ー
ム
終
了
ご

と
に
行
っ
た
バ
ソ
ザ
イ
も
楽
し

い
も
の
で
し
た
。
昼
か
ら
は
、

各
単
老
順
に
演
芸
を
楽
し
み
親

睦
を
図
れ
る

一
日
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

力強い選手宣誓
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あいさつをする鉾岩組合長

去
る
十
月
三
十

日
、
肱
川
町
公
民

館
に
於
い
て
臨
時

総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
来
賓
と
し
て

肱
川
町
よ
り
助
役

の
森
繁
氏
、
中
央

会
会
長
代
理
と
し

て
山
内
忍
氏
、
大

洲
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ソ
タ
ー
所

長
代
理
と
し
て
有

馬
義
幸
氏
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂

ぎ
そ
の
他
来
賓
多
数
の
ご
臨
席

を
頂
い
た
。

鉾
岩
組
合
長
か
ら
は
合
併
に

関
す
る
臨
時
総
会
を
開
催
さ
せ

て
頂
い
た
旨
あ
い
さ
つ
が
有
り
、

議
長
に
予
子
林
地
区
の
山
崎
退

氏
を
指
名
し
た
。
議
長
は
書
記

に
職
員
の
西
永
善
矩
氏
、
竹
本

一
男
氏
の
二
人
を
指
名
し
議
事

の
協
力
を
お
願
い
し
て
議
長
席

に
つ
く
。

議
事
に
う
つ
り
第
一
号
議
案

か
ら
付
帯
決
議
ま
で
を
一
括
審

議
と
し
て
上
程
さ
れ
、
第
一
号

農

林

だ

よ

り

編集•発行

J A 肱 JII
肱川町森林組合

議
案
か
ら
第
六
号
議
案
ま
で
を

三
好
専
務
が
説
明
を
行
い
、
第

七
号
議
案
と
付
帯
決
議
案
を
土

居
管
理
課
長
が
説
明
さ
れ
た
。

引
き
続
き
審
議
に
入
り
市
川
澄

男
氏
、
三
瀬
菩
盛
氏
、
久
保
福

盛
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
意
見
を

頂
き
組
合
長
よ
り
答
弁
を
行
う
。

採
決
に
移
り
議
長
は
お
渡
し
し

て
い
る
投
票
用
紙
に
て
議
案
ご

と
の
賛
否
を
丸
で
か
こ
み
記
名

投
票
を
お
願
い
し
、
投
票
及
び

開
票
立
会
人
に
、
神
井
恵
一
郎

氏
、
中
田
勇
男
氏
、
山
中
美
茂

氏
を
指
名
し
、
開
票
を
行
っ
た
。

開
票
結
果
に
つ
い
て
は
立
会

人
を
代
表
し
て
神
井
恵
一
郎
氏

よ
り
一
号
議
案
か
ら
議
案
ご
と

の
結
果
に
つ
い
て
先
に
提
出
を

頂
い
て
い
る
書
面
議
決
書
も
ふ

く
み
発
表
さ
れ
た
。

議
長
は
議
決
権
総
数

の
三
分
の
二
以
上
の
賛

員
成
で
有
り
、
第
一
号
議

合
案
よ
り
付
帯
決
議
ま
で

組
原
案
の
通
り
承
認
決
定

各
さ
れ
た
旨
報
告
す
る
。

た
最
後
に
岩
田
理
事
よ
り

れ
議
事
協
力
の
お
礼
を
の

さ
べ
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

席
さ
れ
終
了
し
た
。

出
提
出
議
案
は
次
の
通

り。

提出 議 案

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

大洲農業協同組合、内子町農業協同組合、長浜青

果農業協同組合、五十崎町農業協同組合、肱川農

業協同組合の合併について

合併予備契約書の承認について

合併経営計画書（案）の承認について

合併委員会規程（案）の承認について

合併委員の選任について

規約、監事監査規程、共済規程（附属書含む）、農

業経営受託規程、農地信託規程、宅地等供給事業

実施規程、信用事業規程、農業倉庫業務規程及び

役員退任慰労金積金規程の廃止について

第 7号議案

付帯決議案

退任役員に対する退任給与金の支給について

①理事については、 13,430千円の範囲内において、

支給時期、支給方法並びに支給額は、理事会に一

任する。

②監事については、 570千円の範囲内において、

支給時期、支給方法並びに支給額は、監事会に一

任する。

本日の協議による合併認可申請に際し、行政庁の

指示により軽微な事項につき修正を要するに至っ

たときは、理事会に一任する。

ー
12
月
2
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方

面

12
月
3
日
（
木
）
岩
谷
方
面

12
月
7
日
（
月
）
中
津
方
面

12
月
16
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方

面

12
月
17
日
（
木
）
岩
谷
方
面

12
月
2
1
日
（
月
）
中
津
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
1
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

12
月
3
日
（
木
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
2月
5

日
（
土
）
藤
野
原
•
町

12
月
7
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

12
月
9
日
（
水
）
久
保

12
月
11
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

12
月
14
日
（
月
）
犬
返
り
・
篠
谷

下
石
丸
・
滝
山

萩
野
尾

12
月
16
日
（
水
）
広
常
・
影
地

12
月
17
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

12
月
18
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
口

汗
生

12
月
20
日
（
日
）
鹿
野
川

12
月
22
日
（
火
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

12
月
24
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
赤
岩

道
野
尾

12
月
26
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

12
月
28
日
（
月
）
敷
水
・
菟
野
尾

12
月
30
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平
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お力 けさまて50周年
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で貯金取引等を行ったお客様先着10万名様に、

んぎょグッズをプレゼントします。

スーバーちょきんぎよ

ミラー付電卓

．
 

も

．
 
．
 

..... 。.. o.
。・。

．．．．．．．． 
e
 

クイズの00にあてはまる言葉、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、職業を官製ハガキに書いて、

下記あて先までお送りください。抽選でハワイ旅行をはじめとするステキな賞品をプレゼントします。

峙攀 ilF 

ハワイ麟行
25編(50名様）

褪V碍 JAカードギフト勢
(5,000円）

100名織

［ヒント］＂^印皿 9...、

スーバーちょきんぎよ

タオルセット

応募方法／官割ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、

霞話番号、職業を記入のうえ、下記あて先までお送りください。

応 募 先 ／ 〒790-8565 松山市南堀蛸町2蕃地3

JA愛媛信連

5oth「JAちょきんぎょありがとうキャンペーン」係

応募締切／平成10年12月30日（水）当日消印有効

当選発表／厳正な抽選のうえ、当選者には当選通知を送付します。

・:；愛媛新聞への掲載は平成11年1月下旬の予定です．
し：：尚、JAカードギフト券の当選者には、賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
”ハワイ旅行は平成11年3月20日出発予定

県
下
J

A
で
は
十
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
三

0
日
ま
で
を

J

A
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
、
あ
り
が
と

う
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
を
実
施
し
て

い
る
。去

る
十
月
三
十

一
日
に
は
愛

媛
文
化
会
館
に
於
い
て
五

0
周

.. c..,••······ ........．.. 

◎ハガキの書き方（見本）

郵便はがき

ロ 団団鱈国国固

ぁ了 50 J松

晶合thi凰
とょ 信堀
うき 連端

悶合 悶
／よ

I 
ペ喜
ン 3
L _  

係

●クイズの答え

□5 
●郵便番号

ロロD-0□□□
●住所

フリガナ

●氏名

●年齢

●電話番号

●職業

年
記
念
大
会
を
開
催
、
県
下
J

A
バ
ソ
ク
年
末
貯
金
一
兆
五
、

0
0
0億
円
必
達
へ
向
け
て
の

大
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

J

A
肱
川
で
も
年
末
貯
金
六

四
億
五

0
0
万
円
を
目
標
に
推

進
を
し
て
お
り
ま
す
。

お問い合わせ・ご質問等は、お気軽にお近くのJA窓

ボ
ー
ナ
ス
、
年
金
、
農
畜
産

物
代
金
等
、
又
、
他
行
か
ら
の

よ
び
も
ど
し
も
年
末
貯
金
へ
宜

敷
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
あ
り
が

と
う
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
は
次
の
通

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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〈目的〉

当肱川町では、椎茸を農林業経営の重要な作物として位置づけ、各種事業を積極

的に導入し生産基盤の整備や農村集落の振興を図ってきたところであるが、近年に

おける生産者の高齢化、自家労力の減少、価格の低迷等椎茸生産をめぐる環境は非

常に厳しいものとなっている。

しかしながら、椎茸の生産は当町の特産品として、又、農林家の短期収入源とし

て重要な産業であり 、基幹作物として生産の維持と豊富なクヌギ林の有効活用を促

進するため、平成8年度から椎茸植菌原木に対して助成を行い、 80,000本まで減少

した植菌原木本数が平成8年度は156,000本、平成 9年度は187,000本まで回復し植

菌原木本数の減少に歯止めをかけることができた。

平成10年度は椎茸植菌奨励補助金の最後の年度であり、今後、さらに当町の椎茸

生産を振興するために「 3袋増植運動」を推進し、補助率を植菌規模別に分けるこ

とになりました。椎茸種菌を 1袋でも多く植菌するように原木伐採をしてほだ木本

数の及び、椎茸生産の増大を図る。

〈概要〉

●補助金対象者は系統共同販売に努める。

●全体の補助金は町50%、森林組合15％の合計65％とする。

●補助金の単位は原木50本当（コマは 1袋・オガは2本・成型は2枚）で算出。

●各生産者の補助率は種菌予約申込書による。

（予約がない場合はその時点の実績による。）

●返品は受け付けるが極力避ける。

（補助率の変更あり。）

●夏場伏込現地研修会に植菌確認検査を実施する。

〈補助率及び原木50本当補助金〉

植菌原木規模
～ 250~ 
249本 499本

種 菌 個 数
～ 5.000,....__, 
4.999個 9,999個

補 助 率 4 0 % 50 % 

コマ(1袋） 1,080円 1,350円

補助金 オガ(2本） 1. 000円 1,250円

成型(2枚） 960円 1.200円

500~ 2.500,..___, 5,000本
2,499本 4,999本 ～ 

1 0, 0 0 0 ~ 50,000,,...___, 100.000個
49.999個 99,999個 ～ 

6 5 % 6 6 % 68 % 

1,755円 1,782円 1,836円

1. 625円 1. 650円 1.700円

1.560円 1.584円 1. 632円
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（しいたけキリの上手な使い方）

① キリの選び方

菌興駒

森産業駒

成形駒

オガ菌

8.0mm 

9.2mm 

12. 7mm 

15.0mm 

ハイスキリ 硬いので刃研ぎの必要が無く 、刃がかげるまで使用できる。

（刃がかげた場合、ダイヤモンドヤスリにて刃研ぎが可能。）

ロングキリ 大～中径原木でも深穴可能。

ストッパー付 キリ自体にストッパーが付いているのでドリルストッパー不要。

（ドリルストッパーの分だけドリル軽量化）

② 取付

チャック部取付は芯振れの無いようにしっかりと取り付けて下さい。

（芯振れは刃折れの原因となります。）

⑧ 刃研ぎ

しいたけキリは刃物です。正しく刃研ぎをすると新品同様の切れ味を保ちます。

研ぎ方は、立爪（円を切るヘラ刃）の内側

と掬い刃（掘って行くノミ刃）の内側を平

ャスリで研ぎます。その際、掬い刃より

立爪の方が出ている事を確認する。

④木ャニ取り

鯛瞬

ハイスキリ、普通キリどちらにしても原木のヤニがついて切れ味が悪くなります。

穴あけ作業中植菌原木2~5本に 1回程度、キリ先を水につけると軽快な切れ昧を保

ちます。

缶詰の空缶に水を入れる
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{----------------------------------------------------------ヘ！ 

l ＿這夏 ーエ竺~ i ！ー！
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! i .  -~ -..., ~ -'~. -. ""'-~...,.. . -,...--. ~'~. -. '... -.. - -. ! 
! 

｝ 平 畔0年10月27日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 県森連市 況 大洲木市 （単位面当り：円） 市売日•平成10年10月 27 日 ！ 
！ 市売数呈••·819ケース ！ 
＇ スギヒノキマッ 平 均 単 価 3,864円

！ 長さ末口径
直曲 が り 直 曲 が り 直

その他 銘柄別単価

! 7cm下本 419本 296本 490本 376 銘柄 価 格 相 場 銘 柄 価 格相場 l
し 8 cm上本 458本 435本 689本 667 こうこ 5,000 ~ 7,000 保特用大 3,000~ 4,000 保 ！ 

: 4 m l3 cm上 19,10013,000 41,600 28,900 18cm上22,000 大 厚 4,500~ 6,300 保特用中 3,800~ 4,600 保！
1 I --11 s cm上19:sooI 13,600 I 38,800 I 29,ooo 124cm上29,oool 1•t 
9 24 cm上 19000 13 700 39 500 31 000 30cm上34000 中 厚 5,200~ 7,500 保特用中小 3,500~ 4,500 保 ！ 

! 
' 7 cm下本 203本 178本 233本 178 中小厚 4,600~ 5,800 保特用小 3,000~ 3,800 保 ， 
！ 

8 cm上本 本 243本本 387 小 厚 3,800~ 6,000 保大パレ 2,400~ 2,800 保？

, 13m 11 cm上13,9001 118,000 
i I.., 111113 cm上18,900111,600I 33,000 I 24,300118cm上19,000 大ウス 3,600~ 5,800 弱中バレ 2,600~ 3,000 保 ！ 

l I Ii s cm上 1s:900 I 12 :600 I 31,500 I 27'100 ~4cm上 24:000 中ウス 4,000 ~ 6,200 弱中小パレ 2,400 ~ 2,800 保 ！ 
, I 124 cm上16,100 111, 200 I 29, ooo I 2s, ooo [30cm上 中小ウス 3,800 ~ 5,600 弱小パレ l,500 ~ 2,000 保 t 
！ 7 cm下本一本一本一本一
! 2m 8 cm上本 一 本 一 本 一 本一 小ウス 3,000~ 5,800 弱変形 2,500~ 3,500 保！

！ ! 16 cm上 13cm上 ジャミ 1,600~ 3,800 保色悪ウス 1,200~ 2,400 弱
. t 
！ 汀:[ 21,600 17,50052,000 38,00O cm上 どんこ大 6,000~ 6,800 保 色 悪 パ レ 800~ 1,600 弱！

! 6 m 18 cm上 2020017 500 49 600 45 000 どんこ中 5,300 ~ 6,500 保 4洋立ドソコ ～ ！ 

： 特選 136,200 どんこ小 3,500 ~ 5,800 保 ス ラ イ ス 2,000 ~ 4,100 保 ！ 

， 足 場 1m当たり円～円 概況 平成10年春子の最終市は前回より出品品柄が悪く平均単価を下げたが、 ' 
！ 入荷少なく、杉桧共に柱中心に売行良好。 ほぽ保合で推移した。下物の買気は弱いがどんこ～厚肉系の価格は維持 ！ ！ 備考 相場強保合。松材、小丸太についても面保合。 されている。適期採取を心がけ、乾燥仕上げを十分行って下さい。 ！ 

！ ¥.---------------------------------------------------------------------—’ 

カーツカッターによる枝打ち
（宇和川）

枝

山
を
廻
っ
て
い
る

と
、
枝
打
ち
、
間
伐

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
保

育
作
業
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
枯
れ
枝
で
山

の
空
間
が
閉
ざ
さ
れ

た
暗
い
山
が
目
立
ち

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

山
は
い
か
が
で
し
ょ

、。

う
カ今

日
は
、
そ
の
保

育
作
業
の

一
っ
「
枝

打
ち
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

ま
ず
、
枝
打
ち
の

目
的
に
つ
い
て
で
す

が
、
は
じ
め
に
思
い

つ
く
の
は
、
無
節
で

完
満
な
高
付
加
価
値

材
生
産
の
た
め
と
言

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

確
か
に
枝
打
ち
材
は
、

一
般
材
と
違
い
価
格

が
高
く
、
特
に
今
の

打
材
価
を
考
え
る
と
、
山
で
金
を
稼

ぐ
た
め
の
重
要
条
件
と
な
り
、
こ

れ
は
枝
打
ち
の
一
番
の
目
的
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
枝
打
ち
に
は
こ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
ま
だ
他
に
重
要
な

理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
山
の

健
康
管
理
で
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

枝
打
ち
を
し
て
い
な
い
山
は
、
枯

れ
枝
が
山
の
空
間
を
閉
ざ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
山
に
は
風
が
通

ら
ず
、
病
害
の
巣
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ

ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
や
ス
ギ
ザ
イ
ノ
タ

マ
バ
エ
な
ど
枯
れ
枝
か
ら
進
入
し

食
害
を
す
る
害
虫
も
い
ま
す
。
更

に
地
床
に
日
が
差
し
込
ま
な
い
た

め
、
下
層
植
生
が
育
た
ず
、
土
壌

の
崩
壊
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
林
内
を
整
理
す
る

事
で
、
山
火
事
防
止
効
果
も
得
ら

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、 ち
枝
打

ち
は
大
変
重
要
な
作
業
で
あ
る
こ

と
が
皆
さ
ん
に
も
お
分
か
り
で
し
ょ

う。
「
枝
打
ち
で
、
材
価
ア
ッ
プ
と

健
康
維
持
の
一
挙
両
得

"i」

皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の
先
代
方
が

築
い
た
せ
っ
か
く
の
山
で
す
。
ど

う
ぞ
手
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

、0し
さ
て
、
枝
打
ち
の
方
法
で
す
が
、

ま
ず
道
具
に
つ
い
て
。

道
具
は
、
鋭
利
な
カ
マ
か
パ
イ

。
フ
ソ
ー
な
ど
の
ノ
コ
を
使
う
と
良

い
で
す
。
こ
れ
ら
で
一
気
に

「
ス

パ
ッ
」
と
や
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

そ
の
後
の
傷
も
少
な
く
、
巻
き
込

み
も
良
く
な
り
ま
す
。

他
に
ナ
タ
や
マ
サ
カ
リ
で
た
た

く
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

木
に
与
え
る
衝
撃
が
大
き
い
た
め
、

黒
色
変
化
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く

な
る
例
が
あ
り
ま
す
。

枝
打
ち
の
時
期
で
す
が
、
木
の

生
長
が
止
ま
る
冬
の
時
期
が
良
い

で
す
。
ま
た
、
打
ち
始
め
は
、
木

の
径
が
コ
ー
ヒ
ー
缶
く
ら
い
に
な
っ

た
と
ぎ
か
ら
が
適
期
で
す
。

ま
た
、
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

木
の
傾
き
や
偏
芯
の
具
合
を
み
て
、

ど
の
枝
を
残
せ
ば
、
バ
ラ
ソ
ス
良

く
木
が
育
つ
か
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
打
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
り
あ

え
ず
隣
ど
う
し
大
き
く
触
れ
合
っ

て
い
る
枝
は
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
挙
げ
た
こ
と
は
、
枝
打

ち
に
つ
い
て
の
ほ
ん
の
一
部
で
す

が
、
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方

は
、
森
林
組
合
か
、
県
の
大
洲
林

業
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

山
を
見
に
行
き
ま
す
。

林

業

改

良

指

導

員

松

岡

慎
悟
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—
野
菜
―

野
菜
の
寒
さ
対
策

十
一
月
も
下
旬
と
な
り
、
い
よ

い
よ
冬
も
本
番
と
な
っ
て
き
ま
し

た。
四
国
地
方
の
三
ヶ
月
予
報
に
よ

る
と
、
十
二
月
は
平
年
と
同
様
晴

れ
る
日
が
多
く
、
時
々
冬
型
の
気

圧
配
置
と
な
る
見
込
み
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
次
第
に
気

温
が
低
下
し
、
霜
が
降
り
る
時
期

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
野
菜
の
越
冬

対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
寒
害
の
大
敵
は
霜
＋
凍
結

冬
の
寒
害
に
は
、
降
雪
、
寒
風
、

結
霜
、
霜
柱
、
凍
結
な
ど
が
あ
る
。

一
般
に
植
物
体
内
の
水
分
が
凍
結

し
て
細
胞
が
死
ぬ
こ
と
を
凍
害
と

い
う
。冷

え
た
空
気
は
密
度
が
濃
厚
で

重
く
、
低
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
て
い

く
。
そ
の
た
め
、
道
下
の
低
く
な
っ

た
畑
や
、
周
囲
の
土
地
よ
り
そ
こ

だ
け
が
低
く
な
っ
て
い
る
畑
で
、

寒
害
が
最
も
ひ
ど
く
な
る
。

二
、
土
寄
せ

ダ
イ
コ
ソ
は
畑
で
の
貯
蔵
性
が

高
く
、
い
つ
で
も
収
穫
し
て
食
卓

に
の
せ
る
こ
と
の
で
ぎ
る
代
表
的

な
冬
野
菜
で
あ
る
が
、
地
上
か
ら

露
出
し
た
部
分
は
凍
結
す
る
と
、

食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
予
め
株
元
に
土
寄
せ
を

し
て
地
上
に
露
出
し
て
い
る
根
部

を
覆
っ
て
お
く
。

ま
た
、
葉
菜
類
で
は
北
側
や
西

側
に
、
日
だ
ま
り
の
土
手
を
作
る

よ
う
に
高
く
土
寄
せ
す
る
だ
け
で

も
、
十
分
効
果
が
あ
る
。

三
、
風
よ
け

木
枯
ら
し
は
気
温
を
五
ー
六
℃

低
く
す
る
。

そ
こ
で
、
風
の
流
れ
を
弱
め
る

こ
と
は
、
気
温
の
低
下
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
作
物
の
葉
面
か
ら
の

蒸
散
量
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

冷
害
へ
の
抵
抗
力
が
増
し
、
生
育

を
助
け
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
畑
の
北
側
か
ら
西
側
に
ワ

ラ
や
細
竹
の
枝
な
ど
を
立
て
寒
風

が
作
物
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す

る。四
、
霜
除
け

こ
れ
か
ら
は
秋
に
播
い
た
葉
菜

類
い
わ
ゆ
る
菓
っ
ば
も
の
が
欠
か

す
こ
と
な
く
楽
し
め
る
時
期
で
あ

る
が
、
低
温
に
よ
っ
て
体
内
（
葉

内
）
の
水
分
が
凍
結
す
る
と
寒
害

を
受
け
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
芯
が

や
ら
れ
て
生
長
が
停
止
す
る
。

こ
の
よ
う
な
寒
害
を
防
ぐ
に
は
、

予
め
不
織
布
な
ど
を
べ
た
が
け
し
、

霜
除
け
を
し
て
お
く
。

ま
た
、
べ
た
が
け
は
昼
間
の
保

温
効
果
に
よ
り
生
育
を
促
進
し
、

や
や
早
め
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
る
。ま

た
、
品
種
に
よ
っ
て
は
春
先

ま
で
畑
で
の
貯
蔵
が
で
ぎ
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ダ
イ

、
．．
 
｀
 

コ
ソ
に
は
苔
立
ち
を
予
防
す
る
た

め
、
ビ
ニ
ー
ル
ト
ソ
ネ
ル
で
被
覆

し
て
保
温
し
て
お
く
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
リ
ソ
酸
や
カ

リ
分
の
施
用
な
ど
、
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な

防
寒
対
策
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

寒
害
は
何
か
―
つ
の
方
法
で
防

止
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
出
る
も
の

で
す
。ア

ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
（
ダ
イ
コ

ソ、

カ
ブ
な
ど
の
根
菜
類
や
ハ
ク

サ
イ
、
シ
ロ
ナ
、
チ
ソ
ゲ
ソ
サ
イ
、

夕
ァ
サ
イ
な
ど
の
葉
菜
類
）
は
枯

死
し
な
い
程
度
な
ら
寒
さ
に
当
た

る
ほ
ど
甘
み
が
増
し
ま
す
。

生
育
途
中
の
も
の
に
は
防
寒
対

策
を
行
い
、
収
穫
間
近
の
も
の
は

寒
さ
に
さ
ら
し
て
そ
の
ま
ま
味
を

楽
し
む
な
ど
色
々
工
夫
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
：
・・:0

一
果
樹
の
管
理
一

栗
の
冬
季
管
理

樹
齢
別
の
剪
定

①
一
年
目

植
え
付
け
時
の
切
り
戻
し
の
高

さ
は
、
苗
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
地
上
六

0
か
ら
八

O
c
m
が
適
当
で
す
。

（
良
い
苗
は
高
く
、
不
良
苗
は
低

く
切
る
）

②
二
年
目

先
端
の
勢
い
の
良
い
新
梢
を
主

幹
と
し
て
伸
ば
し
ま
す
。
そ
れ
よ

り
下
の
枝
は
、
発
生
角
度
、
強
さ
、

位
置
を
考
え
て
四
本
程
度
残
し
、

そ
れ
以
外
は
切
り
ま
す
。
主
幹
、

主
枝
候
補
枝
の
先
端
は
や
や
強
く

切
り
戻
し
ま
す
。

③
三
年
目

主
幹
延
長
枝
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸

ば
し
、
逆
行
枝
や
重
な
り
枝
を
間

引
き
ま
す
。
新
梢
の
先
端
の
切
り

戻
し
は
数

cm
程
度
に
軽
く
行
い
ま

す。④
四
？
五
年
目

主
枝
候
補
枝
、
亜
主
枝
、
側
枝

に
対
し
て
日
光
を
遮
る
枝
を
切
り

ま
す
。
ま
た
、
逆
行
枝
、
直
立
枝

を
間
引
き
ま
す
が
、
落
ち
着
い
て

い
れ
ば
結
果
母
枝
を
五
分
の
一
程

度
切
り
返
し
ま
す
。

⑤
五
か
ら
七
年
目

樹
高
も
高
く
な
り
、
芯
抜
き
の

適
期
で
す
。
樹
高
が
約
四

m
に
成
っ

た
頃
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

芯
抜
き
は
、
最
上
部
の
主
枝
が

残
る
分
岐
部
の
地
上
約
一
・
五

m

ま
で
切
り
戻
し
ま
す
。
切
断
面
は

主
枝
の
傾
き
と
同
じ
方
向
に
や
や

斜
め
に
し
、
保
護
剤
を
塗
布
し
ま

す
。
木
工
用
ボ
ソ
ド
で
も
結
構
で

す。
芯
抜
き
の
適
期
を
過
ぎ
た
木
は
、

二
か
ら
三
年
か
け
て
段
階
的
に
行

う
よ
う
に
し
ま
す
。
芯
抜
き
後
の

剪
定
は
、
逆
行
枝
、
直
立
枝
を
間

引
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
芯

抜
き
部
分
か
ら
の
徒
長
枝
は
基
部

か
ら
間
引
き
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
は
鋸
剪
定
が
中

心
に
な
り
、
細
か
い
剪
定
は
あ
ま

り
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑥

成

木

樹
幹
の
上
部
か
ら
下
部
ま
で
日

光
が
十
分
に
入
る
よ
う
に
し
ま
す
。

幼
畜
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て

一
般
に
、
幼
畜
は
寒
さ
に
弱
い

た
め
、
こ
の
時
期
の
不
適
切
な
飼

養
管
理
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
、

経
営
上
大
ぎ
な
損
失
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
よ
う
な
温
度
を
目

安
に
飼
養
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

子
牛
の
体
温
調
節
機
能
は
、
出

生
後
す
で
に
完
成
し
て
い
る
が
、

新
生
子
牛
の
臨
界
温
度
（
生
体
が

化
学
的
調
節
を
行
う
温
度
）
は
、

15
℃
で
す
。
こ
の
温
度
は
、

12
週

齢
以
降
に
な
る
と
約
2
℃
ま
で
低

下
し
、
外
気
温
に
対
す
る
抵
抗
性

は
高
ま
り
ま
す
。

特
に
日
常
の
観
察
を
十
分
に
行

い
異
常
が
あ
れ
ば
獣
医
師
に
連
絡

し
早
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
当
た
り
の
面
か
ら
見
て
じ
ゃ
ま

に
な
る
上
部
の
枝
を
剪
除
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

ふ
つ
う
剪
除
す
る
枝
が
残
す
枝

よ
り
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
迷
わ
ず
に
切
り
ま
す
。

結
果
母
枝
の
剪
除
率
は
約
四
〇

％
が
適
当
で
す
。
亜
主
枝
、
側
枝

単
位
の
枝
を
中
心
に
、
切
り
戻
し
、

間
引
き
剪
定
を
行
い
、
結
果
母
枝

数
を
制
限
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

防
除
等
の
作
業
性
を
良
く
す
る

た
め
に
も
、
樹
高
を
低
く
維
持
す

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

で
き
れ
ば
四

m
以
内
に
し
た
い
も

の
で
す
。
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今
年
最
後
の
ビ
ッ
ク
な
チ
ャ
ン
ス

歳
末
連
合
大
売
出
し

売
出
し
を
行
い
ま
す
。

特
等
は
現
金
が
三
万
円
、
そ

の
他
一
等
か
ら
四
等
ま
で
全
部

現
金
が
当
た
り
ま
す
。
五
等
は

日
用
品
を
揃
え
、
空
く
じ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末

年
始
の
商
品
を
は
じ
め
日
用
品

ま
で
手
頃
な
価
格
で
提
供
し
、

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

お
買
得
商
品
を
豊
富
に
揃
え
ご

来
店
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利

用
は
ぜ
ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命

下
さ
い
。

” 
．． 

歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

＊

期

間

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
カ
月
間
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

大
売
出
し
期
間
中
、
五
百
円

の
お
買
い
物
で
一
枚
差
し
上

げ
ま
す
。

＊

抽

選

抽
選
補
助
券
二
十
枚
で

一
回

抽
選
出
来
ま
す
。

＊
抽
選
期
間
・
抽
選
会
場

◎
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
と
、
一
月
五
日
、

六
日
の
十
日
間
は
、
肱
川
町

の
川
上
商
工
会
で
行
い
ま
す
。

◎
一
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間

は
河
辺
村
老
人
福
祉
セ
ソ
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

＊

景

品

特
等
現
金
＝
―
万
円

一
等
現
金
一
万
円

二

等

現

金

五

千
円

三

等

現

金

千

円

四
等
現
金
五
百
円

五
等
日
用
品
各
種

年
末
に
は
、
下
記
の
歳
末
連

合
大
売
出
し
加
盟
店
を
ご
利
用

の
上
、
好
運
を
お
引
き
当
て
下

さ
い
。

一
鹿
野
川
地
区

一

あ

お

ば

大

西

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

店

鹿

生

堂

鹿

野

川

主

婦

の

店

鹿

野

川

セ

ン

タ

ー

川

上

自

転

車

店

京

屋

呉

服

店

ク
イ
—
ン
美
容
室

河

内

写

真

館

佐

藤

鮮

魚

店

シ
ス
タ
—
美
容
室

曽

根

時

計

眼

鏡

店

冨

永

呉

服

店

橋

本

家

具

店

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
岩
田

福

栄

堂

菓

子

舗

福

栄

堂

薬

館

一
宇
和
川
地
区

一

令

岡

商

店

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
い
ず
み

リ

リ

ー

美

容

室

＿
河

辺

地

区

一

あ

ま

ご

の

里

河

辺

自

動

車

北

川

商

店

名

本

商

店

ピ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
あ
つ
み

本

門

精

米

所

森

商

店

や

こ

美

室

す

容

店 店 店

一
正
山
地
区
―

谷

本

酒

店

山

田

商

店

分養村三

和
田瀬

老
衣電

気

酒
料 機

商品商

店造店会

歳
末
連
合
大
売
出
し
加
盟
店
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淡路町商工会青年部との交流会

ー
青
年
部
県
外
研
修
—

先
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
に
か
け
て
、

兵
庫
県
淡
路
町
と
神
戸

ヘ
研
修
旅
行
に
出
か
け
た
。

二
日
目
の
早
朝
フ
ェ
リ
ー
を

降
り
て
阪
神
高
速
を
走
っ
た
が
、

三
年
半
前
、
み
ぞ
う
の
阪
神
大

震
災
を
経
験
し
た
街
と
は
、
想

像
も
つ
か
な
い
復
興
の
早
さ
で

新
し
い
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
た
。

こ
の
ビ
ル
群
を
す
ぎ
て
し
ば
ら

く
走
る
と
明
石
海
峡
大
橋
、
こ

こ
に
も
震
災
の
影
響
が
あ
る
。

当
初
計
画
よ
り
も
一
メ
ー
ト
ル

延
長
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

商
工
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
、

企
業
、
個
人
事
業
主
な
ど
が

あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て
い

た
商
品
、
ま
た
は
商
品
に
添

付
す
る
シ
ー
ル
な
ど
全
部
一

メ
ー
ト
ル
短
い
数
字
が
う
ち

こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。研

修
先
で
あ
る
淡
路
町
商

工
会
青
年
部
も
ま
た
類
に
も
れ

ず
困
惑
し
た
部
員
も
い
た
ら
し

、0し
午
前
九
時
か
ら
始
ま
っ
た
交

流
会
も
、
予
定
時
間
の
十
一
時

を
過
ぎ
る
熱
心
な
研
修
と
な
っ

た
。
会
場
は
明
石
海
峡
大
橋

の
す
ぐ
下
に
あ
る
道
の
駅
で
、

こ
こ
は

3
セ
ク
の
形
態
を
と

り
、
経
営
に
は
青
年
部
長
も

取
締
役
と
な
っ
て
い
る
ら
し

い
。
と
い
う
の
も
出
資
団
体

の
―
つ
に
青
年
部
の
有
志
が

組
織
す
る
株
式
会
社
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
町

内
に
お
い
て
も
議
員
の
半
数

近
く
が
青
年
部
員
と
い
う
こ

と
で
、
な
か
な
か
の
行
動
力

と
発
言
力
を
持
っ
て
い
る
と

説
明
を
う
け
た
。

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に

明
石
海
峡
の
美
し
い
眺
望
と

国
生
み
の
町
・
淡
路
島
で
研
修

伴
う
経
済
効
果
も
あ
が
っ
て
い

る
ら
し
く
、
淡
路
島
に
来
る
観

光
客
の
う
ち
半
数
は
淡
路
イ
ソ

タ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
。
ま

さ
に
大
橋
開
通
に
よ
る
逆
ス
ト

ロ
ー
効
果
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
喜
ん
で
ば
か

り
い
ら
れ
な
い
現
状
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
、
町
の
大
半
が
公

園
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
平

地
が
少
な
く
、
坪
単
価
が
百
万

円
と
、
地
方
都
市
の
繁
華
街
並

の
地
価
に
は
人
口
流
出
の
歯
止

め
策
の
効
果
は
う
す
く
、
地
域

に
根
ざ
し
た
商
工
業
者
に
と
っ

て
、
こ
れ
ほ
ど
の
打
撃
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
交
流
内
容

も
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
、

昼
食
に
は
宮
内
庁
御
用
達
の
明

石
鯛
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

明石海峡大橋にて

1青年部だより

交流会での婦人部員

川
上
商
工
会
婦
人
部
は
、
十
月
二

十
七
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
雨
の
中
の
出
発
で
し
た
が
、
第

一
研
修
地
雨
あ
が
り
の
「
チ
ロ
ル
の

森
」
は
、
ま
る
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ

う
な
雰
囲
気
で
、
加
茂
川
の
清
流
が

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
研
修
地
小
松
町
で
は
、
商
工

会
婦
人
部
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
お
互
い
の
活
動
状
況
を
報
告
し

合
い
、
和
や
か
に
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
商
工
会
を
出
た
後
、

子
安
大
師
を
参
拝
し
、
コ
カ
コ
ー
ラ

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
「
さ
わ
や

か
」
を
企
業
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
工
場
内
は
清
潔
で
、
製
品
ア
イ

テ
ム
の
多
さ
に
は
驚
ぎ
ま
し
た
。
東

予
路
の
研
修
は
、
楽
し
く
て
、
収
穫

い
っ
ば
い
の
一
日
で
し
た
。

コ

入
賞
お
め
で
と
う

税
の
書
道
展

十
月
十
九
日
大
洲
商
工
会
議
所
に

お
い
て
、
大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
主
催
に
よ
る
「
税
に
関
す

る
書
道
展
」
の
作
品
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
租
税
教
育
と
納

税
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
大
洲
喜

多
租
税
教
育
推
進
協
議
会
並
び
に
大

洲
税
務
署
、
八
幡
浜
地
方
局
の
後
援

に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
、
大
洲
市
、

喜
多
郡
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
千
七

百
二
十
一
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。肱

川
町
か
ら
は
中
野
小
学
校
、
正

山
小
学
校
、
河
辺
村
か
ら
は
河
辺
小

学
校
、
河
辺
中
学
校
の

四
校
か
ら
百

十
二
名
が
出
品
、
次
の
方
が
た
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部

【
佳
作
】

中
野
小
学
校
四
年
松
本
汐
里

正
山
小
学
校
六
年
北
川
達
也

河
辺
小
学
校
六
年
松
下
真
菜

【入

選】

中
野
小
学
校
五
年
松
本
沙
矢
香

◎
中
学
生
の
部

【
入
選
】

河
辺
中
学
校
二
年
船
田
陽
子

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務

署
に
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識

の
高
揚
に
役
立
つ
場
所
に
展
示
さ
れ

ま
す
。
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福
栄
堂
菓
子
舗

新
し
い
も
の
や
流
行
り
も
の

が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
若
い
頃

は
、
と
に
か
く
貧
乏
だ
っ
た
と

い
い
つ
つ
当
時
そ
れ
ほ
ど
一
般

的
で
は
な
か
っ
た
自
動
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
を
乗
り
廻
し
、
ス
テ
レ

オ
で
ラ
テ
ソ
を
聴
き
、
娯
楽
の

先
端
で
あ
っ
た
映
画
も
新
作
が

く
る
た
び
に
出
向
き
、
な
か
な

か
イ
ケ
て
る
ニ
ィ
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
よ
う
だ
。
オ
ッ
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
も
興
味
は
つ
ぎ
ず
、
ジ
ィ
ち
ゃ

ん
に
な
っ
て
や
っ
と
お
ち
つ
き
、

い
ま
で
は
孫
と
遊
ぶ
の
が
一
番

の
楽
し
み
と
の
こ
と
。

T
V
で
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
特
に
ボ
ク

シ
ソ
グ
、
相
撲
、
野
球
が
好
き

“‘-、

で
、
な
に
を
か
く
そ
う
保
氏
は

大
の
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ソ
、
ト

ラ
キ
チ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

と
こ
ろ
の
阪
神
は
ふ
が
い
な
い

の
で
、
自
然
と
ア
ソ
チ
巨
人
の

方
に
熱
が
は
い
っ
て
し
ま
う
そ

う
だ
。
と
に
か
く
昔
か
ら
反
骨

精
神
が
旺
盛
だ
っ
た
と
い
う
。

普
通
に
戦
え
ば
負
け
る
で
あ
ろ

う
戦
力
の
劣
る
チ
ー
ム
が
、
強

い
で
あ
ろ
う
某
チ
ー
ム
に
勝
つ

シ
ー
ソ
は
痛
快
こ
の
上
な
い
。

そ
の
勝
利
は
知
恵
を
だ
し
工
夫

し
努
力
を
重
ね
勝
ち
取
っ
た
に

違
い
な
い
か
ら
だ
。
相
撲
も
そ

う
だ
。
小
さ
い
力
士
が
い
か
に

し
て
大
き
い
力
士
を
倒
す
か
、

そ
こ
が
面
白
い
の
だ
。
商
売
も

福

田

保

さ

ん

「
来
季
の
プ
ロ
野
球
が

い
ま
か
ら
楽
し
み
」

同
じ
。
大
き
い
と
こ
ろ
と
同
じ

こ
と
を
し
て
も
勝
ち
目
は
な
い

の
だ
。商

売
を
始
め
た
と
き
か
ら
、

と
に
か
く
い
い
も
の
を
、
お
い

し
い
も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、

と
い
う
一
心
だ
と
い
う
。
同
じ

お
客
さ
ん
が
何
度
も
何
度
も
く

り
か
え
し
て
買
っ
て
い
た
だ
か

な
い
と
田
舎
で
の
商
売
は
成
り

立
た
な
い
か
ら
だ
。

職
人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
最

高
に
嬉
し
い
と
い
う
保
氏
は
、

「
職
人
は
、
愛
想
が
悪
い
と
か

異
風
だ
と
か
頑
固
だ
と
か
よ
く

言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
だ
か
ら
こ

そ
職
人
だ
と
い
え
る
ん
で
す
。

自
分
が
こ
れ
と
決
め
た
も
の
に

こ
だ
わ
り
、
妥
協
を
ゆ
る
さ
ず
、

常
に
ヒ
ソ
ト
を
求
め
、
そ
の
道

を
極
め
よ
う
と
毎
日
真
剣
に
過

ご
し
て
い
れ
ば
、
そ
う
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
」
と
誤
解

を
招
き
が
ち
な
世
間
の
職
人
さ

ん
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
商
売
哲
学
を
聞
く
と
、

阪
神
の
野
村
監
督
ふ
う
に
こ
う

い
わ
れ
た
。
「
美
し
い
花
は
声

無
く
し
て
人
を
よ
ぶ
」

月
日
の
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
、
つ
い

こ
の
前
お
正
月
で
お

雑
煮
を
食
べ
た
な
あ

と
思
っ
て
い
た
ら
、

も
う
十
一
月
の
後
半
、

今
年
も
の
こ
す
と
こ

ろ
一
ヶ
月
余
り
と
な
っ

た
。
西
暦

二
0
0
0年
ま
で
、

あ
と
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
な
ん
だ
か
、
年
を
重
ね
て

い
く
に
つ
れ
、
一
日
一
日
が
早

く
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

最
近
街
を
歩
い
て
い
る
と
、

「
お
お
：
」
と
振
り
返
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
、
す
ご
い
髪
の
色
を
し

た
若
者
を
目
に
す
る
事
が
あ
る
。

世
界
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
の

メ
ッ
カ
と
い
わ
れ
て
い
る
東
京

の
原
宿
で
は
、
赤
•
青
・
緑
・

ピ
ソ
ク
等
な
ど
、
色
彩
や
か
に

ヘ
ア
カ
ラ
ー
リ
ソ
グ
し
た
若
者

で
あ
ふ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
田
舎
の
若
者

は
ま
だ
ま
だ
か
わ
い
い
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
。

そ
れ
で
も
世
の
大
人
達
は
、

彼
ら
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
を
見

て、

「
非
行
の
は
じ
ま
り
だ
」
と

か、

「
不
気
味
だ
」
な
ど
と
様
々

な
悪
評
を
描
い
て
し
ま
い
が
ち

だ
。
で
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
ヘ

ア
カ
ラ
ー
リ
ソ
グ
は
、
自
己
主

張
や
変
身
願
望
の
手
段
と
し
て

最
適
な
ア
イ
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

---—-- --- -

右亙秋忍
--- -- ----

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
み
て
も
雑

誌
を
み
て
も
、
カ
ラ
ー
リ
ソ
グ

を
し
た
芸
能
人
ば
か
り
だ
。
赤

や
青
等
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
に
は

し
て
い
な
い
ま
で
も
茶
髪
は
多

い
。
特
に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
バ

ソ
ド
の
メ
ソ
バ
ー
た
ち
の
大
半

は
カ
ラ
ー
リ
ソ
グ
を
し
て
い
て
、

こ
の
人
た
ち
に
至
っ
て
は
、
茶

髪
は
も
は
や
序
の
口
で
、
原
色

で
彩
や
か
で
大
胆
な
カ
ラ
ー
リ

ソ
グ
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
と

の
バ
ラ
ソ
ス
で
、
よ
り
個
々
の

イ
メ
ー
ジ
を
拡
大
し
、
魅
力
と

な
っ
て
フ
ァ
ソ
の
ハ
ー
ト
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
い
る
の
だ
。
芸
能
人
に

憧
れ
を
も
つ
若
者
が
、
同
じ
よ

う
な
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
に
し
た

い
と
思
う
こ
と
は
、
自
然
な
事

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の

熱
狂
的
ブ
ー
ム
は
続
き
そ
う
だ
。

流
行
に
敏
感
で
オ
シ
ャ
レ
な
若

者
が
、
肱
川
の
街
に
も
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
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昔
は
道
具
、
今
は
機
械

山

下

俊

勝

予
子
林

(67
歳

の
水
路
拡
張
工
事
（
中
津
ー
植

松
間
ト
ソ
ネ
ル
約
四
キ
＂
）
を
請

け
負
っ
た
西
松
建
設
の
型
枠
部

分
を
任
さ
れ
た
り
、
地
元
出
身

者
の
新
築
工
事
に
、
誘
わ
れ
て

ま
た
大
阪
へ
行
っ
た
り
、
昭
和

三
十
三
年
、
二
十
八
歳
で
山
下

の
義
父
を
亡
く
す
し
、

一
時
は

心
細
く
、
不
安
定
な
時
期
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
仕
事
も
軌
道
に
乗

り
、
こ
れ
か
ら
腰
を
す
え
て
や

ろ
う
と
い
う
と
き
、
事
故
で
指

を
傷
め
て
入
院
す
る
と
い
う
不

幸
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

四
十
五
年
三
月
で
し
た
。
切
断

し
た
指
が
中
指
と
薬
指
で
あ
っ

た
た
め
、
大
工
道
具
を
持
つ
に

は
最
小
の
障
害
で
済
ん
だ
の
で

す
が
、
一
時
は
ど
う
な
る
こ
と

か
と
考
え
込
み
ま
し
た
。

今
は
、
平
成
二
年
に

一
級
建

築
士
の
資
格
を
取
っ
た
三
男
が

後
継
者
と
し
て
働
き
、
六
年
に

は
嫁
も
来
て
く
れ
、
女
の
子

（
三
歳
）
、
男
の
子
（
二
歳
）
と
孫

に
も
恵
ま
れ
て
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
仕
事
も
山
下
建
築
有

限
会
社
と
会
社
組
織
に
し
て
、

発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
昔

の
大
工
道
具
は
今
は
機
械
化
さ

れ
、
大
き
な
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
息
子
と

二
人
で

堅
実
な
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
今

年
度
で
商
工
会
青
年

部
も
退
部
の
歳
と
な

り
ま
し
た
。

回
想
禄
と
な
ら
な

い
よ
う
、
今
後
の
青

年
部
に
寄
せ
る
思
い

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。
少
し
セ
ソ
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル

な
言
い
回
し
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
ち
お
こ
し
、
む
ら

お
こ
し
が
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
り
商
工
業
の
振
興
に

結
び
付
く
と
い
う
方
程
式
が
、

こ
れ
か
ら
は
た
し
て
今
ま
で

の
よ
う
に
有
効
に
機
能
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
経
済
は
、
右
方
上
が

り
を
続
け
て
い
た
経
済
成
長

も
終
わ
り
、
金
融
自
由
化
、

規
制
緩
和
、
情
報
化
時
代
と

い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ソ

ダ
ー
ド
が
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
る
経
済
環
境
の
中
で
、
自

己
責
任
の
も
と
に
自
由
な
競

争
環
境
が
整
い
、
世
界
経
済

と
と
も
に
平
準
化
の
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

青年 部雑感

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
居

住
空
間
に
は
、
そ
う
し
た
平

準
化
に
適
さ
な
い
自
然
環
境

と
い
う
す
ば
ら
し
い
資
源
が

あ
り
、
全
体
に
対
し
て
貴
重

な
役
割
り
を
担
え
る
立
場
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
ま
で

の
肉
な
る
活
性
化
と
と
も
に
、

自
然
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
情
報
発
信
と
、
交
流
を

通
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
転
換

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
従
来
の
ベ
ー
ス

で
生
か
せ
る
も
の
は
生
か
し

整
理
す
る
も
の
は
整
理
す
る

と
と
も
に
、
同
じ
志
を
持
っ

た
若
い
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
起
業
化
精
神
の
醸
成
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

同
じ
環
境
に
住
み
、
そ
し

て
次
代
を
担
う
若
人
と
し
て
、

ま
た
事
業
家
と
し
て
、
青
年

部
と
い
う
集
ま
り
を
大
切
に

し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、

あ
ら
た
な
試
み
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

大

野

立

志

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
に
思
い
を
よ
せ
て
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今

第9回

光 っ
第9回 「熱き風心を開く人権集会」

--------＿す
心を開く人権集会

て し、 た し、

発表する方々

第
九
回
「
熱
ぎ

風

心

を

開

く

人

権
集
会
」
を
十
一

月
五
日
（
木
）
午
後

一
時
二

0
分
か
ら
、

町
内
外
か
ら
約
三

百
六
十
人
が
参
加
、

肱
川
中
学
校
体
育

館
で
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
各

小
中
学
校
で
実
施

し
て
い
た
公
開
授

業
を
な
く
し
、
午
後
か
ら
の
集

会
の
み
と
し
ま
し
た
。

最
初
に
中
高
校
生
が
、
「
大

地
讃
頌
」
を
合
唱
し
、
沖
野
和

義
大
会
長
が
、

「
本
日
ご
参
加

の
皆
様
方
一
人
一
人
が
、
こ
の

人
権
集
会
を
通
し
て
、
人
権
の

重
み
を
改
め
て
考
え
、
思
い
や

り
の
心
、
優
し
い
心
を
失
わ
な

け
れ
ば
、
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
が
実
現
し
、
平
和
で
豊
か

な
21
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

本
日
が
実
り
多
い

日
と
な
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。
」
と
あ

Id

9
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い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生

の
司
会
に
よ
り
「
私
の
主
張
」
と

題
し
五
人
の
方
が
発
表
し
ま
し

こ。t
 ま

ず
最
初
に
、
保
護
者
代
表

予
子
林
の
清
水
昭
信
さ
ん
が
、

続
い
て
正
山
小
学
校
四
年
生
の

山
下
彩
香
さ
ん
が
、
友
達
と
の

け
ん
か
を
通
し
て
、
自
分
の
考

え
方
が
か
わ
っ
て
い
き
、
相
手

の
事
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
発
表
。
三
番
目
に

肱
川
中
学
校
三
年
沖
野
文
美
さ

ん
が
、
松
山
盲
学
校
と
の
交
流

会
の
体
験
を
通
し
て
、
自
分
の

考
え
を
広
げ
、
同
じ
人
間
と
し

て
、
全
て
の
人
と
共
に
い
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
発
表
。
大
洲

高
校
肱
川
分
校
三
年
堀
内
洋
子

さ
ん
が
、
新
聞
記
事
と
自
分
の

体
験
を
通
し
て
、
い
じ
め
に
対

す
る
憤
り
と
防
止
策
に
つ
い
て

発
表
。
最
後
に
事
業
所
代
表
と

し
て
、
川
上
商
工
会
の
金
元
哲

夫
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

「
今
、
光
っ
て
い
た
い
：
．
娘

の
残
し
て
く
れ
た
も
の
：
．
」
と

題
し
て
、
武
庫
川
女
子
短
期
大

学
非
常
勤
講
師
田
中
蔚
さ
ん
が

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、

昭
和
六
十
年
八
月
十

二
日
の
日

航
機
墜
落
事
故
で
娘
さ
ん
を
亡

く
さ
れ
ま
し
た
。
娘
さ
ん
と
と

も
に
生
前
経
験
し
た
こ
と
、
事

故
後
経
験
し
た
こ
と
等
を
通
し

娘
の
絶
筆
で
あ
る
。

愛
と
は
人
に
説
く
こ
と
で
な

く
人
に
行
う
こ
と
な
の
だ
。

「
感
性
に
訴
え
る
同
和
教
育
」

よ
り
抜
粋

講師の話を熱心に聞く参加者

)̀ 
乏.

-
/
 ／ク

て
同
和
問
題
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、

O
H
P
や
ビ

デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
、

「
同
和
問
題
を
建
前
で
な

く
本
音
で
、
差
別
の
悲
惨

さ
だ
け
を
訴
え
る
の
で
は

な
く
明
る
い
展
望
を
持
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
。
」

等
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

人
の
命
に
は
限
り
が
あ

るだ
か
ら
自
分
の
思
う
よ

う
に
生
き
た
い

人
は
軽
く
、
1
0
年
先
2
0

年
先
を
口
に
す
る
け
れ

どそ
の
と
き
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば

今
、
光
っ
て
い
た
い
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肱
川
中
学
校
三
年
生
を
対

象
に
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教

育
指
導
員
宅
に
一
泊
し
て
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
、
十
月
二
十
八
日

（
水
）
、
二
十
九
日
（
木
）
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
男
子
二
名
、

女
子
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
小
薮
の
指
導
員

宅
へ
着
く
と
、
イ
ギ
リ
ス
風

に
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
英
語

で
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夕
食
は
、
ポ
テ
ト
＆
フ
ィ
シ
ュ

と
い
う
イ
ギ
リ

ス
の
代
表
的

な
料
理
を
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ

フ
を
使
っ
て
の
食
事
を
体
験

し
ま
し
た
。

夕
食
後
男
子
は
、
人
生
ゲ
ー

ム
（
も
ち
ろ
ん
英
語
版
）
を
指

導
員
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。
一
方
女
子
は
、

七
つ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

使
っ
た
英
単
語
遊
び
を
体
験

し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
も
体
験
し

て
お
り
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導

員
も
よ
く
知
っ
て
い
て
会
話

も
弾
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

辞典を引きながら バントックさんとおしゃべり

海
外
生
活
を
体
験

？・.,． ．`
 ／ 

お
四
国
学
級
第
十
三
期
生
が

十
月
二
十
日
（
火
）
か
ら
二
十
二

日
（
木
）
の
二
泊
三
日
の
日
程
で

最
終
目
的
地
で
あ
る
高
野
山
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
学
級
生

か
ら
交
通
事
情
も
よ
く
な
り
第

一
番
札
所
か
ら
開
始
、
日
程
も

二
泊
三
日
と
な
り
年
二
回
実
施
、
て
~

こ

[

七

回

目

で

高

野

山

行

き

と

な

っ

ー

山
~

た
も
の
で
す
。
二
日
目
の
朝
、
野
~

高
~

高
野
山
を
参
拝
、
最
終
日
に
明

石
海
峡
大
橋
を
渡
り
、
淡
路
大

地
震
で
で
き
た
断
層
を
見
学
、

自
然
の
驚
異
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
学
級
生
は
、
結
願

寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸

I

寸
寸
l

寸
寸
寸
寸
寸
寸
ふ

1

寸
寸
寸
ふ
ー
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
~

第
十
四
期
お
四
国
学
級
を
十
ほ
っ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
~

月
二
十
七
日
（
火
）
か
ら
二
十
九
回
は
高
知
と
愛
媛
の
南
予
の
予
~

日
（
木
）
ま
で
の
二
泊
三
日
の
日
定
で
す
。

程
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

参
加
者
は
十
三
名
、
男
性
四
名
、

女
性
九
名
で
、
初
め
て
参
加
す

る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
回

は
徳
島
県
の
八
番
札
所
熊
谷
寺
て
~

こ寺
~

か
ら
高
知
県
の
二
十
八
番
札
所

大

日

寺

の

二

十

一

ヶ

寺

を

巡

拝

王

"

薬
i

し
ま
し
た
。
お
寺
で
は
経
験
者

に
参
拝
の
仕
方
を
教
わ
り
な
が

ら
お
参
り
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
雨
が
多
く
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
巡
拝
中
は
雨
に
遭
わ
ず

結

願

(13
期
生
）

で
き
た
か
ら
か
、
帰
っ
て
く
る

と
安
心
し
た
表
情
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

発

14
期
生
）

向
井
千
秋
さ
ん
が
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
で

二

回
目
の
宇
宙
へ
旅
立
っ

た
。
今
回
は
、
ア
メ
リ

カ
で
初
め
て
宇
宙
空
間

に
出
た
グ
レ
ソ
さ
ん
も

三
十
数
年
ぶ
り
に
宇
宙

へ
出
た
。
ガ
ガ
ー
リ
ソ

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
「
地
球
は
青

か
っ
た
」
と
い
う
名
言
を
残
し

た
の
は
。
し
か
し
、
そ
の
地
球

も
異
常
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
中
南
米
を
襲
っ
た
台
風
で

大
変
な
被
害
が
出
て
い
る
。
環

境
ホ
ル
モ
ソ
が
最
近
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

オ
ス
の
メ
ス
化
等
人
体
に
も
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
研
究

が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
い
ろ

い
ろ
な
製
品
が
で
き
て
生
活
が

豊
か
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、

我
々
は
豊
か
さ
、
便
利
さ
だ
け

を
追
い
求
め
す
ぎ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ミ
問
題
に
し

て
も
然
り
で
あ
る
。
道
端
へ
の

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
も
目
立
つ
。

先
進
国
の
中
に
は
環
境
を
考
え

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
っ
て

い
る
国
も
あ
る
と
聞
く
。

も
し
、
仮
に
近
い
将
来
宇
宙

旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

時
、
果
た
し
て
、

「
地
球
は
青

か
っ
た
」
と
宇
宙
空
間
か
ら
誰

も
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
今
の
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
。

［ーファインクニ謁13J



'00)。前。領） 総 饂晦暑 (24) 

川上地区陸上競技会記録表
中令中令 や中令令令中令令やや令ややややややや令ややや令令令

種 目
男 子 女 子

順位記録 氏 名 学校名順位 記録 氏 名 学校名

60m 
1 9"8 石河哲也 中野 1 10" 4 河野夏未 正 山

2 10" 2 松 田 英 明 河辺 2 10" 6 東 昌代 予子林
(4年以下）

3 10" 3 山口 航 中野 3 10"9 浅井 萌 正山

1 9" 1 束 慶 一 郎 予子林 1 9"9 清家沙穂 中野

60m 2 9111 塚野謙治 河辺 2 9"9 出水麻美 中野

3 9" 1 笹木聖吾 中野 3 1 O" 1 西本 馨 石中 公D 

100m 
1 16" 5 松 田 英 明 河辺 1 1 7”1 三瀬真里奈 予子林

2 1 7“O 中岡敦志 正 山 2 17" 2 河野夏未 正 山
(4年以下）

3 1 7”0 上田拓郎 正山 3 1 7“9 大森喜美代 予子林

1 14" 9 和氣 大 中野 1 16"0 濱崎瑛梨 中野

100m 2 15" 3 塚 野 謙 治 河辺 2 16"2 土居聖弥 中野

3 15" 3 田中優也 河辺 3 16" 3 徳丸憂紀 大谷

1 10"7 北本隼規 中野 1 11" 4 濱崎瑛梨 中野

60ml＼ードル 2 11" 0 田中優也 河辺 2 11" 4 渡邊優美 中野

3 11" 1 土居勇輝 正山 3 12" 4 上田真理子 正 山

1 60"2 中野 1 65"2 中野

400mリレー 2 62" 4 河辺 2 67”5 正 山

3 64"7 正山 3 68"0 河辺

1 1 m27 上 田 侑 弘 大谷 1 1 m 17 大森喜美代 予子林

走り高跳び 2 1 m25 山内 、／、子一一 中野 2 1 m 17 山口まり絵 中野

3 1 m25 土居勇輝 正山 3 1 m 10 谷本茉衣 大谷

1 62m16 山内 淳 中野 1 33m66 上林恵里香 河辺

ソフトボー）レ投げ 2 54m92 笹木聖吾 中野 2 33m58 新 優佳 河辺

3 52m18 束 慶 一 郎 予子林 3 32m70 出水美菜子 中野

1 4m30 和気 大 中野 1 3m45 出水美菜子 中野

走り幅跳び 2 3 m54 藤高佑介 中野 2 3m04 山田かおり 河辺

3 3 m52 松田浩二 河辺 3 2 m90 東 昌代 予子林

川
上
地
区
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
が
、
十
月

十
五
日
（
木
）
高
砂
の
町

民
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、

河
辺
と
肱
川
の
小
学
生

戦
が
自
分
の
限
界
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
今
年
は
雨

：
多
い
た
め
運
動
場
の

k
 

カ状
態
が
心
配
さ
れ
ま
し

U
 

た
が
子
ど
も
た
ち
の
願

い
が
通
じ
た
の
か
よ
い

状
態
で
の
記
録
会
と
な
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
翌
週
の
十
月
二

十
日
に
内
子
町
の
内
子
運
動
公

園
で
郡
内
陸
上
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
、
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
中
野
小
の
和
気
大
君
が
走
り

幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

で
山
内
淳
君
が
、
予
子
林
小
の

東
慶
一
郎
君
が

6
0
m
走
で
、
十

一
月
四
日
の
県
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

緊張のスタート

十
一
月
一
日
（
日
）
、

県
総
合
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
た
、
県
ス
ポ
レ

ク
大
会
に
、
バ
ド
ミ
ソ

ト
ソ
男
子
、
グ
ラ
ウ
ソ

ド
ゴ
ル
フ
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー

老
年
二
部
に
出
場
し
ま

し
た
。
惜
し
く
も
上
位

入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
秋
晴
れ
の
下

ス
ポ
ー

ツ
で
体
を
動
か

し
気
持
ち
よ
い

一
日
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

感
謝
の
言
葉

大

平

高

田

タ

ケ

子

肱
流
苑
の
皆
さ
ん
が

笑
顔
絶
や
さ
ず

差
別
無
く

迎
え
て
も
ら
っ
て

お
世
話
し
て

頂
く
気
持
ち
は

夢
の
よ
う

こ
れ
が
天
国
い
う
も
の
よ

ど
ん
な
に
高
値
な

医
薬
よ
り

傷
を
い
や
す
に
ゃ

も
っ
て
こ
い

み
ん
な
で
感
謝

致
し
ま
し
ょ
う

と
き
十
二
月
十
一
日
（
金
）

と
こ
ろ
肱
川
町
ハ
ム
民
館

内

容

は

が

き

絵

陶
芸
教
室
ほ
か

函
明
老
大
学

ス
ポ
レ
ク
県
大
会

芝生の上でのプレー（クロッケー）



(25)植）。前。領） 総 鱈瞬

p
 
Q
⑥
 

試£夕企ぉ

`｀ご喜言二二 ~)ても鹿野川大橋を通るときに見 トヘ、LI-

るサンタと木のイルミネーション

2 野村ダムの木々のイルミネーション

3 内子町、道の駅 「からり」近辺にある橋

のイルミネーション

4 大洲市「サン・デュオ」前にある “エル

5ンこ三靡竺□斗` ョ`）ン di 芯すs0）他にもよい場所があったらごー砂

青年団だより

s
 

～
 

てし

—

こ
一
お

：
を風

／
 

一A/ • 生年月日
S 50. 10. 15 

・血液型

A型

• 長所

チャレン

ジャーなところ

・短所

優柔不断

なところ

kl』口=Z
Q 休みの日は何をして

いますか？

〇 その日の気分の次第かな

Q理想のタイズ限？
O一緒にいて（側にいて）

安らげる、居心地のいい人

Q 肱川の良い所は？

〇 ゅっくり、のんび）な所

------

山

u
 田 千 景

&
 5-d  

＂ 

k
 
・身長

157cm 

・体重

秘密

・視力

1. 5 

・ウエス ト

秘密

・ヒップ

秘密

・足の長さ

分からない

・足の大きさ

24.0cm 

新

a
。
今
月
の
二

四
月
に
肱
川
に
帰
っ
て
き
て

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
山

田
千
景
で
す
。

正
直
、
肱
川
へ
帰
っ
て
く
る

こ
と
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
周
り
の
方
々
や
友
人
に
も

恵
ま
れ
合
で
は
帰
っ
て
こ
れ
た

こ
と
を
幸
せ
に
思
う
毎
日
で
す
。

青
年
団
の
活
動
に
関
し
て
は
、

私
で
力
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
喜
ん
で
協
力
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
共
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

{
 

ュ
ー
フ
ェ
イ
ヌ

そ
ろ
そ
ろ
、
矩
燈
に
入
っ
て

ほ
っ
こ
り
し
た
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
冬
の

準
備
は
も
う
整
い
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
か
ら
は
風
邪
を
ひ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
十
分
に

ご`ゞ＼＼＼ 集 •、＼へ，＼ 。 ．＼り\ •. , » ぁ<¥、、(へ(1匁

と
シ

ば 僕の車は、マツダのFC3S-RX 
な 7です。色は赤で、平成3年式です。

し 排気量は、 1300ccぐらいで、ロータ

◇ リーエンジンです。昨年の4月ぐらい

に買いました。中古です。買った頃は、

気に入っていました。

‘ 
s 

八sl,IKf¥，、 M(Zchinc§ぎゞ iへI
しl

注
意
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
十
一
月
十
五
日
（
日
）

に
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
会
場
へ
足
を
運

ば
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
青
年
団
も

参
加
し
ま
し
た
の
で
来
月
号
は

そ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

一応4人乗りですが、 後ろのシート

はかざりのようなものです。学生時代

はスポーツカーが好きだったので買っ

てしまいましたが、もうダメです。こ

こ何ヶ月かの間に、経済的な車でない

事にやっと気づきました。次は、 人が

たくさんのれるような車がほしいです。

byこうじ
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12月の健康カレンダー 保健センター 匹 34-2340

種別 曜 日 1;了- 事 場 所 時 間

2 （水） 骨密度測定、乳がん検診 松山市厚生連検診セ‘ノター 8 : 20~ 

成 7 （月） ” 松山市厚生連検診セソタ ー 8 : 20~ 

人
15 （火） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30,..___,13 : 00 

保

健
18 （金） 元気印教室 肱川町公民館 10 : 00,......, 14 : 00 

22 （火） リハビリ教室 保健セソタ ー 13 : 00,-...__,16 : 00 

母 1 （火） 三種混合予防接種 保健セソタ ー 13 : 30,,..___, 14 : 00 

子
8 （火） 幼児教室 保健セソタ ー 9 : 30'"'--'ll : 30 

保
健 24 （木） 三種混合予防接種 保健セソタ ー 13: 30,--...__,14: 00 

精
4 （金） デイケア 保健セ‘ノター 8 : 30'"'-'17 : 00 

神 11 （金） ” 保健セソター 8 : 30,.......,17 : 00 

保 18 （金） ” 保健セ‘ノタ ー 8 : 30,--....,17 : 00 

健
25 （金） 保健セソター” 8 : 30,....__,17 : 00 

1 2 月 の 当 直 医

曜日 病 院 名 電話番号

小川整形外科医院
23- 5596 

6 (日） ----（---大----洲----市---） --------------------------
堀川外科胃腸科医院

43-0555 
（内子町）

中 塚 内 科
24-0606 

13 (日） ---（---大----洲----市---） --------------------------
宝 来内科医院

44- 2248 
（内子町）

城戸眼科（東大洲）

（大洲市）
24-1010 

20 (日） ------------------------------------------------------
小川医院

44-2815 
（内 子 町）

大久保内科クリ ニック
26-1131 

23（水） ----（---大----洲----市---） --------------------------
古 川医院

44 - 2407 

般 （内 子 町）

浦 岡 医 院
24 - 2024 

27(日） ---（---大----洲----市---） --------------------------
町 田内科医院

43-0211 
（内 子 町 ）

月・火 市 立大洲病院 24-2151 
救

水 加 戸 病 院 24- 5101 

急
大、洲中央病院 24-4551 木～日

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので、

あらかじめ連絡してからお出かけください。

場

所
時

間

午
後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

公

民

館

青

年

室

12
月
21
日
（
金

12
月
7
日
（
月
）

相

談

日

谷寺万炉

田岡願田
田相

寺談

善初亀員
和恵次保

心
配
ご
と
相
談

保
さ
ん

(51
歳）

正
市
さ
ん

(58
歳）

12
月
7
日
（
月
）

午
後

1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

委

員

自
宅
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

日
行
政
相
談

時

社
会
保
険
一

相
談
所

相

談

日

12
月
4
日
（
金
）

12
月
17
日
（
木
）

12
月
7
日
（月）

12
月
18
日
（金）

日
出
張

場

所

大
洲
商
工
会
議
所

内
子
町
商
工
会

◎
し
尿
汲
み
取
り
申
込
み

0

年
内
の
汲
み
取
り
は
十
二
月

十
日
受
付
分
ま
で

〇
申
込
先

大
喜
水
質
管
理
セ

ソ
タ
ー

6

二
五
ー

ニ
0
―
二

0
年
末
年
始
休
業
日

十
二
月
二
十
八
日
ー

一
月
四
日
ま
で

中

野

谷

岡

上

鹿

野

川

金

野
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